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十長
告

貸
金
業
規
制
法
と
私
法
秩
序

|
|
業
法
(
事
業
法
)
秩
序
の
内
部
に
存
在
す
る
「
特
別
私
法
」
秩
序
|
|

消輩Jむtにおける公私の協働(1)

日

次

第
一
郎
は
じ
め
に

第
一
節
業
法
(
事
業
法
)
秩
序
の
内
部
に
岳

ιし
て
い
る
一
特
別
私
法
」
秩
序
の
意
義

一

緒

論

見

佳

男
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一
倍
一
の
ア
プ
ロ
ー
チ

(
T
型
)
|
|
ポ
業
省
に
対
附
す
る
巾
封
の
惟
利
(
私
権
)
の
制
約

一
第
一
の
ア
プ
ロ
ー
チ

(π
型
)
|
|
事
業
省
保
護
法
と
し
て
の
「
特
別
私
法
」
秩
出

四
第
三
の
ア
プ
ロ
ー
チ
(
町
型
」
事
業
者
に
対
附
す
る

l
i

巾
民
の
権
利
(
私
権
)
の
党
民
・
強
化

第

一

節

約

輩
首
私
法
秩
序
と
一
般
私
法
秩
序
の
関
係

一
問
題
の
所
在
|
|
事
業
者
と
刈
叫
す
る
「
消
費
者
」

一

「
J

川
賞
者
私
法
」
秩
序
と
「
一
般
私
法
」
秩
出
の
異
質
性
を
認
め
る
守
山
場
(
山

I
型
)

一

「

消

費
長
私
法
一
秩
序
と
「
一
般
私
法
一
秩
序
の
同
長
仕
を
認
め
る
す
場
(
阻

2
型」

「

1
)
新
論

(
2
)
市
民
訟
の
原
理
か
ら
同
質
性
を
肯
定
す
る
す
場
(
山

2

a
到
)

(3)
牡
九
五
法
の
原
理
か
ら
同
質
性
を
肯
定
す
る
す
場
(
山

2

b
刑ご

第
四
飾
貸
企
業
規
制
法
川
一
条
項
の
「
み
な
し
汁
済
」
規
定
と
「
特
別
私
法
」
秩
序

一

緒

論

一
貸
金
業
規
制
法
四
三
条
一
取
の
概
必

一
一
「
み
な
し
弁
済
」
視
疋
を
定
め
た
「
将
別
私
法
」
秩
出
と

T
刑
十
日
型
の
ア
プ
ロ
ー
チ

「

1
)
I
型
の
ア
プ
ロ
ー
チ
金
融
事
業
の
健
全
昨
碓
保
と
市
民
の
権
利
制
約

(
2
)
且
川
出
の
ア
プ
ロ
ー
チ
|
|
事
業
者
保
忍

U
と
し
と
の
貸
企
業
民
制
法
川
一
条
項
の
位
同
づ
け

(3)
借
烹
の
権
利
剥
奪
と
、
「
特
別
私
法
」
秩
序
の
ド
ー
で
の
組
範
が
妥
当
す
る
た
め
の
要
件
(
「
般
私
法
」
秩
序
か
ら
「
特
別
私
法
」

秩
序
へ
の

V
甫
移
行
の
た
め
の
虫
件
)
の
厳
格
解
釈

「
み
な
し
弁
済
一
規
疋
を
定
め
た
「
将
別
私
法
一
秩
出
と
町
型
の
ア
ブ
ロ
チ

結
び
に
代
え
て

四
紛
が
M
仰
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第

節

は
じ
め
に

私
法
の
分
野
で
「
夫
ハ
止
法
学
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
」
ー
と
い
う
観
点
か
ら
「
浴
解
す
る
法
シ
ス
テ
ム
」
を
料
え
た
と
き
、
今
回
の
共
同
研
究
プ

ロ
バ
ン
コ
ク
ト
で
は
、
主
と
し
て
、
私
法
秩
序
の
外
に
あ
る
外
郭
秩
序
を
窓
識
し
て
、
外
郭
秩
序
で
民
閲
さ
れ
て
い
る
制
度
や
ル

l
ル
を
私
法

件
帆
U

庁
の
巾
に
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
私
法
秩
序
の
中
で
展
開
さ
れ
て
い
る
制
度
や
ル

l
ル
の
巾
に
外
郭
秩
序
の
指
導

原
料
な
い
し
思
想
と
共
通
の
根
が
あ
り
は
し
な
い
か
と
い
う
問
題
志
識
の
も
と
で
議
論
が
さ
れ
て
き
た
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
。
し
か
し
、

こ
れ
は
、
何
も
こ
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
特
有
の
傾
向
で
は
な
く
、
わ
が
国
で
法
シ
ス
テ
ム
の
溶
解
・
融
合
が
論
じ
ら
れ
る
際
に
見
ら
れ

いる
か共
にJffi
私の
ィ去 傾
秩|ロJ

15Z 
組あ
みる

24 
昼

、

ふ止
で{亨
主て

るり

rg 
y喜
議i4-ふ，-
F堅
苦 L 
tし諸

fZ 法
で2や
百一 ろと

で種
事

~斗L
、ー苦

員長
w分
ifr: 里子
でで
あ反
る刷

」さ
オl

民て
I去い
のる

うt*'1 
野度
で
固有 ル
じ l
らル
れを

消輩Jむtにおける公私の協働(1)

し、 l
るし、
と る
こ収
ろ締
の i士
、胤

;口論
費に
者も
法司
の」
胤の

空官
長{明

法 F

z t 
)~ l 

福亭
みで
込)
，と

ぞを
界主
主る
現ャ
代 ;
イヒ ム
す与

を霧
7 法

号車
ど ft
ヲイb
ゐ志

か向
と !t
V て
つわ
/:c三が
も同
まで
たも

論
|口l じ
枚ら
のれ
特て

徴
を
持
つ
も
の
で
あ
る
仁

こ
れ
に
対
し
て
、
本
稿
で
は
、
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
よ
う
な
制
点
か
ら
の
議
論
を
決
し
て
存
定
す
る
も
の
で
は
な
く
、
両
リ
叫
能
で
は
あ
る

が
、
外
郭
秩
序
と
一
百
わ
れ
る
こ
と
の
あ
る
他
の
法
領
域
、
と
り
わ
け
業
法
(
宅
業
法
)
に
内
在
す
る
私
法
秩
序
と
い
う
日
で
問
題
を
と
り
あ

げ
て
み
た
い
。
=
は
う
ま
で
も
な
く
、
こ
れ
は
、
「
特
別
私
法
」
論
が
守
備
範
囲
ー
と
す
る
問
題
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
私
法
規
定
が
業
法
(
事
業

法
)
そ
の
他
の
外
郭
秩
序
の
中
に
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
持
つ
意
味
は
何
な
の
か
、
「
特
別
私
法
」
と
「
一
般
私
法
」
と
の
関
係
は
と
の

よ
う
に
即
解
す
れ
ば
よ
い
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
業
法
(
事
業
法
)

の
巾
の
私
法
秩
序
の
体
系
的
玄
味
を
考
え
る
こ
と
を

通
じ
て
、
「
業
法
」

「寺川
7
ム士山

時
イ
ロ
M

1
什

V
1
L

-
「
一
般
私
法
」
の
相
互
の
関
係
が
少
し
で
も
明
ら
か
と
な
れ
ば
、
そ
れ
は
、
現
代
社
会
に
お
い
て
「
溶

北法57(;;-161)2167
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解
す
る
法
シ
ス
テ
ム
」
に
関
す
る
即
論
的
説
明
を
い
っ
そ
う
充
実
さ
せ
る
こ
と
へ
と
つ
な
が
る
で
あ
ろ
う
っ

以
一
卜
で
は
、
ま
ず
、
り
川

T
部
分
で
、
業
法
(
事
業
法
)
秋
山
庁
の
内
部
に
お
い
て
存
在
し
て
い
る
「
特
別
私
法
」
秩
序
の
意
義
に
つ
い
て
総

論
的
に
倣
う
。
そ
し
て
、
後
半
部
分
で
は
、
具
体
的
な
検
討
に
向
け
た
一
点
材
ー
と
し
て
、
貸
八
市
業
規
制
法
凶
三
条
一
度
の
規
定
を
と
り
あ

げ
る
じ
同
条
を
め
ぐ
る
長
近
の
リ
ま
ぐ
る
し
い
判
例
法
理
の
展
開
を
前
に
し
た
と
き
、
業
法
(
市
引
業
法
)
の
中
に
存
在
す
る
私
法
規
定
と
こ

れ
を
め
ぐ
る
法
秩
序
を
理
解
す
る
た
め
の
手
が
か
り
が
、
そ
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
つ
し
か
も
、
そ
こ
で
の
判

例
法
理
の
展
開
が
、
単
に
業
法
(
事
業
法
)
と
民
法
の
関
係
の
み
な
ら
ず
、
少
な
か
ら
ぬ
論
者
に
よ
り
、
消
費
者
保
設
と
い
う
祝
点
か
ら
も

論
じ
ら
れ
て
い
る
た
め
、
他
の
法
領
域
に
内
有
す
る
私
法
秩
序
と
い
う
問
題
だ
け
で
な
く
、
「
特
別
私
法
」
と
「
一
般
私
法
」
の
関
係
一
般

を
考
、
λ
る
う
え
で
も
、
大
き
な
意
味
を
持
つ
も
の
と
思
わ
れ
る

f

(
i
)

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

卜
(
一

C
C五
)

(
2
)
独
卜
門
然
止
法
目
不
正
競
争
防
バ
ハ
法
と
私
法
秩
序
の
関
係
に
つ
き
、
内
心
忠
心
「
a

独
禁
法
と
不
競
法
』
問
題
の
現
状
と
ぷ
押
亡
、
ン
ユ
リ
ス
ト

一
O

八
り
凶
六
頁
以
下
二
九
九
三
)
、
田
村
普
之
「
巾
場
と
組
織
と
訟
を
め
ぐ
る
一
与
察
(
ご
(
二
)
完
|
|
民
法
と
競
争
法
の
出
会
い
」

民
商
法
雑
誌
一
巻
阿
H

五
号
六
四
頁
以
十
、
ハ
号
員
以
卜
(
二

coo-
一
引
券
取
引
法
秩
序
・
金
融
法
秩
序
と
公
社
法
秩
出
の
関
係
に

つ
き
、
単
出
悦
郎
「
証
券
取
引
と
法
一

『現
代
の
法
(
七
)
』
(凶行波
青
席
、
九
九
八
)
二
八
一
一
同
以
卜
、
出
原
紳
作
「
金
融
機
関
取
締
役
的

、M
H
E
r

立
務
|
|
会
社
法
と
企
融
庶
督
法
の
交
錯
」
必
ム
ロ
誠
一
先
生
還
暦
記
念
(
商
事
法
務
、
一

0
0四
)
一
じ
三
頁
以
十
、
川
日
恭
弘
「
事
業

の
公
益
引
と
取
締
役
の
買
仔
」
一
内
事
法
務
一
七
凶

0
5
一
O
頁
以
下

(
0
0九
)
な
ど
。

(
3
)
潮
見
位
男

『契
約
法
珂
の
現
代
化
-
(
有
変
閣
、
一

C
C阿
)
一
九
一
頁
以
「
っ

(
4
)
念
の
た
め
に
断
っ
て
お
け
ば
、
「
外
郭
秩
序
」
と
い
う
見
方
を
肯
定
的
に
評
価
し
た
い
と
い
う
趣
旨
で
は
な
い
、

「
競
争
秩
序
へ
の
多
元
的
ア
プ
ロ
ー
チ
|
|
実
定
法
学
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
|
|
一

北
大
法
学
品
集
T
1
1

ハ
巻
号
一
九
七
頁
以

北法:i7¥S・Hi2)2168 



消輩Jむtにおける公私の協働(1)

(
日
)
特
別
私
法
八
酬
に
つ
い
て
は
、
卜
野
達
也
「
特
別
私
法
論
の
民
間
と
民
法
の
再
編
(
)
」
法

y

干
論
叢
一
石
九
巻
三
号

h
f
良
以
卜
(
一

0
0六)。

(
6
)
貸
金
業
規
制
法
に
つ
い
て
は
、
多
人
ん
す
る
沫
刻
な
倍
、
ヱ
被
害
事
例
と
、
後
述
す
る
一
辿
の
最
古
裁
判
決
を
受
け
て
、
(
利
息
法
制
全
般
を
制

野
に
入
れ
て
)
改
元
の
方
向
で
進
ん
で
い
る
将
キ
の
読
朽
の
便
宜
を
考
え
、
本
稿
執
筆
時
的
貸
金
業
規
制
法
凹
一
条
一
墳
、
一
七
条
、
八

条
の
凱
J

疋
を
こ
こ
に
挙
げ
て
お
く
。

〔
貸
企
業
児
制
法
川
一
条
項
〕

貸
企
業
者
が
装
と
し
て
行
、
つ
金
銭
を
円
的
と
す
る
消
費
貸
借
上
の
利
息
(
利
息
制
限
法
(
山
相
一
九
午
法
律
的
一

C
C号
)
第
三
条
の
規
定

に
よ
り
利
息
と
み
な
さ
れ
る
も
の
を
合
む
υ

)

の
契
約
に
基
づ
き
、

債
務
者
が
利
息
と
し
て
任
直
に
支
払
っ
た
金
銭
の
額
が
、
同
法
第
条
第

一
項
に
疋
め
る
利
弘
の
制
限
額
を
超
え
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
支
払
が
次
の
各
号
に
設
当
す
る
と
き
は
、
当
該
起
過
部
分
の
支
払
は
、
同
項

の
規
定
に
か
か
わ
い
ら
ず
、
ム
竹
効
な
利
息
の
債
務
の
弁
治
と
み
な
す
り

一
第
一
じ
条
第
一
項
(
第
一
四
条
第
一
項
、
第
一
凶
条
の
一
第
項
、
第
一
川
条
の
一
一
第
二
項
、
治
同
条
の
川
第
一
項
及
、
び
品
川
一
川
一
条

の
五
第
一
項
に
お
い
て
準
附
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
ο
)

の
規
定
に
よ
り
第
一
七
条
約
一
項
に
規
定
す
る
書
耐

を
交
刊
し
て
い
る
場
介
止
は
同
条
第
一
項
か
ら
第
凶
項
ま
で
(
治
判
条
第
二
項
、
第
一
川
い
条
ー
の
一
第
一
項
、
第
一
阿
条
の
三
第
一
項
、

約
一
凶
条
の
阿
第
二
項
此
ぴ
第
一
同
条
の
玉
川
前
墳
に
お
い
て
牟
崩
す
る
場
合
を
含
む
じ
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
)
の
規
定
に
よ

り
第
一
七
条
市
一
項
か
ら
第
凶
項
ま
で
に
税
疋
す
る
す
べ
て
の
舎
内
閣
を
交
付
し
て
い
る
場
合
に
お
け
る
そ
の
公
利
を
し
て
い
る
者
に
対
す

る
貸
付
け
の
契
約
に
基
ワ
く
支
払

一
第
一
八
条
第
一
頃
(
第
一
凶
条
第
一
項
、
第
一
凶
条
の
一
第
一
項
、
第
一
川
条
の
一
一
第
二
項
、
市
内
条
の
州
第
一
項
及
び
約
一
川
条

の
五
節
項
に
お
い
て
準
肘
す
る
場
合
を
含
む
、
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
)
の
規
定
に
よ
り
第
一
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
害
耐

を
交
付
し
た
地
台
に
お
け
る
同
項
の
弁
消
に
係
る
支
払

〔
貸
企
業
規
制
法
ヒ
条
〕

(
)
貸
余
染
者
は
、

貸
付
け
に
係
る
契
約
を
締
結
し
た
と
き
は
、
村
山
川
な
く
、
内
閣
附
ん
い
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

る
事
項
に
つ
い
ご
そ
の
契
約
の
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
昔
前
を
そ
の
相
手
方
に
父
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

一
貸
金
業
者
の
商
号
、
名
称
又
は
氏
名
及
び
作
川

契
約
年
川
日

次
の
件
号
に
掲
げ

北法57(;;-16:;)2169
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一
貸
付
け
の
金
額

四
貸
付
け
の
利
本

主
主
凶
の
ん
式

ー
ハ
返
消
則
山
及
び

γ

退
治
回
数

七
賠
償
額
の
下
定
(
違
約
金
を
含
む
υ

以
下
川
じ
。
)
に
関
す
る
{
止
め
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
内
科

八
日
賦
貸
余
染
者
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
第
凶
条
約
立
せ
に
掲
げ
る
市

4

取

九
削
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
山
間
山
川
令
で
定
め
る
事
項

(
一
)
貸
令
染
者
は
、
貸
付
け
に
係
る
契
約
に
つ
い
て
保
一
乱
契
約
を
締
結
し
ょ
、
っ
と
す
る
と
き
は
、
当
該
保
副
契
約
を
締
結
す
る
ま
で
に
、

内
閣
山
川
令
で
J

疋
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
明
ら
か
に
し
、
当
該
保
証
契
約
の
内
存
を
説
明
す
る
吉
国
を
当
該
保
証
人

と
な
ろ
う
と
す
る
者
に
父
付

L
な
け
れ
ば
な
勺
な
い
~
)

一
貸
金
業
者
の
商
号
、
名
称
又
は
氏
名
及
び
作
川

保
証
期
間

一
保
証
金
頼

四
保
証
の
範
囲
に
関
す
る
事
項
で
内
閣
府
令
で
疋
め
る
も
の

ヰ
保
証
人
が
ヱ
た
る
債
務
官
と
連
帯

ν
て
債
務
を
炉
、
仰
す
る
と
き
は
、
そ
の
旨

六
日
賦
貸
ん
じ
染
者
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
第
凶
条
約
立
号
に
掲
げ
る
事
項

ヒ
削
各
号
に
釘
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
内
問
府
令
で
定
め
る
事
項

三
さ
貸
分
業
者
は
、
貸
付
け
に
係
る
契
約
に
つ
い
て
保
一
乱
契
約
を
締
結
し
た
と
き
は
、
垣
市
な
く
、
山
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

当
該
保
証
契
約
の
山
存
を
明
ら
か
に
す
る
事
瓜
で
前
項
各
り
に
掲
げ
る
事
項
そ
の
他
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
を
コ
叫
載
し
た
青
函
を

当
設
保
証
人
に
父
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

(
凶
)
貸
合
染
者
は
、
貸
付
け
に
係
る
契
約
に
つ
い
て
保
一
乱
契
約
を
締
結
し
た
と
き
は
、
証
滞
な
く
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

第
一
政
各
号
に
拘
げ
る
事
項
に
つ
い
て
当
該
貸
付
け
に
係
る
契
約
の
内
作
を
明
ら
か
に
す
る
再
国
を
当
該
保
一
祉
人
に
交
付
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
貸
金
業
首
が
、
貸
付
け
に
係
る
契
約
で
保
証
契
約
に
係
る
も
の
を
締
結
し
た
と
き
に
お
い
て
も
、
同
様
と
す
る
。
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消輩Jむtにおける公私の協働(1)

〔
貸
企
業
況
制
法
八
条
〕

(
)
貸
合
染
者
は
、
貸
付
け
の
梨
約
に
草
づ
く
債
格
の
全
部
又
は
一
部
に
つ
い
て
弁
済
を
受
け
た
と
き
は
、
そ
の
都
民
、
直
ち
に
、
内
閣

府
令
で
I

疋
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
次
の
件
号
に
掲
げ
る
事
墳
を
記
載
し
た
百
出
を
当
該
弁
済
を
し
た
官
に
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

一
貸
金
業
者
の
商
号
、
名
称
又
は
氏
名
泣
ぴ
性
川

契
約
年
川
日

一
貸
付
け
の
金
傾
(
保
証
契
約
に
あ
っ
て
は
、
保
証
に
係
る
貸
付
け
の
金
額
。
次
条
、
約
一

C
条
及
び
第
一
二
条
約
一
瓜
に
お
い
て

同
じ
υ
)

四
受
領
金
額
及
び
そ
の
利
目
、
賠
償
額
の

fi'疋
に
本
づ
く
賠
償
金
正
は
冗
本
へ
の
充
当
積

立

会

領

午

川

日

ハ
前
各
号
に
鈎
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
内
閣
附
令
で
定
め
る
事
項

(
一
)
前
取
の
規
定
は
、
担
金
又
は
貯
A
L
の
い
庄
に
対
す
る
払
込
み
そ
の
他
内
閣
府
令
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
弁
済
を
受
け
る
場
台
に
あ
っ

て
は
、
当
該
弁
凶
を
し
た
占
の
請
求
が
あ
っ
た
場
合
に
限
り
、
迫
用
す
る

J

(
7
)
た
と
、
え
ば
、
森
泉
中
編

i

台
E

新
・

貸
金
業
況
制
法
(
効
H
V
書
出
、
一

O
O
一
)
一
一
一
向
日
以
卜
(
鎌
野
邦
樹
℃
平
田
健
治
「
貸
点
下
業
規
制

法
一
八
条
一
項
の
書
刊
の
父
山
刊
の
意
誌
は
か
」
民
商
法
雑
同
一
二
二
巻
凶
H

五
号
ハ
合
一
頁
以
、
六
七
六
一
同
以
卜
(
一

0
0五
)
は
、
消
費

省
保
護
法
(
消
費
者
信
刑
法
」
の
一
般
原
理
を
利
息
煩
制
分
野
に
も
哩

人
し
、

問
題
の
純
化
を
阿
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
一
百
う
(
貸
金

業
規
制
法
問
一
一
条
項
に
お
け
る
一
七
条
書
而
一
八
条
斉
面
の
父
付
民
件
を
、
他
の
消
費
将
保
護
法
に
お
け
る
斉
面
交
付
義
務
の
矧
点
「
惜

烹
に
対
す
る
契
約
内
存
の
表
不
説
明
衣
務
の
制
点
〕
か
ら
作
世
づ
け
、
山
資
者
契
約
内
容
の
適
汁
と
い
う
点
か
ら
害
出
併
の
県
件
を
論
じ
る

占
川
を
捉
附
す
る
)
。
中
出
邦
博
「
利
息
制
限
法
と
貸
企
業
規
制
法
川
一
条
(
み
な
し
弁
済
規
定
)
を
め
ぐ
っ
て
(
下
)
」
法
り
7
救
ム
+
三

O
三
号

七
一
百
以
下
、
八
三
民
(
一

0
0五
)
に
も
、
消
費
者
合
融
実
務
の
適
止
化
と
い
う
制
凸
か
ら
の
説
明
が
見
ら
れ
る
。
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第

節

業
法
(
事
業
法
)
秩
序
の
内
部
に
存
在
し
て
い
る
「
特
別
私
法
」
秩
序
の
意
義

緒
論

業
法
(
事
業
法
)
秩
序
の
内
部
に
存
杭
し
て
い
る
「
判
別
私
法
」
秩
序
を
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
理
解
す
れ
ば
よ
い
の
か
っ
業
法
(
事

業
法
)
秩
序
の
内
部
に
存
在
し
て
い
る
「
特
別
私
法
」
秩
序
の
叫
え
ん
と
し
て
は
、
こ
れ
を
「
般
私
法
」
と
の
関
係
で
見
た
と
き
、
次
に

述
べ
る
よ
う
な
、
具
な
っ
た
観
点
に
出
た
二
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
子
法
が
存
存
し
て
い
る
。

第
一
の
ア
プ
ロ
ー
チ

(
I
型
)
|
|
事
業
者
に
対
峠
す
る
市
民
の
権
利
(
私
権
)

の
制
約

第
の
ア
プ
ロ
ー
チ

(
本
稿
で
は
、
使
半
上
、

I
mー
と
し
て
お
く
)

は
、
業
法
(
事
業
法
)
秩
序
の
内
部
に
お
い
て
存
存
し
て
い
る
「
特

別
私
法
」
秩
序
と
は
、
事
業
に
関
連
す
る
ポ
業
者
の
権
利
白
闘
を
制
約
す
る
と
と
も
に
、
ポ
業
者
と
対
附
す
る
市
民
に
対
し
て
、
楽
法
(
事

の
規
制

U
的
に
即
し
て
、
「
一
般
私
法
」
秩
序
で
承
認
さ
れ
て
い
る
梓
利
(
私
権
)
を
制
約
し
た
も
の
で
あ
る
と
理
解
す
る
も
の
で

あ
る
。
私
人
の
権
利
・
自
由
を
制
限
す
る
こ
と
を
通
じ
て
秩
序
の
維
持
・
危
険
の
防
H
と
っ
た
行
政

H
的
を
達
成
し
よ
う
と
す
る
規
制
行
政

楽
法
)

の
発
現
形
態
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
「
判
別
私
法
」
秩
序
が
似
え
ら
れ
る
場
而
が
、
こ
れ
で
あ
る
。

そ
の
際
、
私
的
経
済
的
動
の
分
野
で
一
般
に
業
法
(
事
業
法
)

の
目
的
と
し
て
与
え
ら
れ
て
い
る
の
は
、
市
場
に
お
け
る
公
H
か
つ
適
正

な
事
業
活
動
の
維
持
・
促
進
で
あ
り
、
ま
た
、

一
去
の
経
済
産
業
政
依
の
実
現
で
あ
る
υ

こ
う
し
た

U
的
を
実
現
す
る
た
め
に
、
事
業
者

の
活
動
を
川
家
が
規
制
・
監
督
し
、
統
御
す
べ
く
、
各
種
の
業
法
(
事
業
法
)
規
正
が
制
定
き
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
と
き
、
こ
こ

北法:i7¥S・Hifi)2172 



で
業
法
(
事
業
法
)
が
折
っ
て
い
る
第
一
次
的
な
何
値
は
、
公
H
か
つ
適
正
な
山
場
の
実
況
お
よ
び
経
治
・
虚
業
政
仮
の
振
興
と
い
う
公
益

的
な
何
値
、
な
ら
び
に
ポ
染
者
に
と
っ
て
の
事
業
日
動
の
健
全
性
で
あ
る
と
一
百
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
か
ら
、
た
と
え
ば
、
業
法
(
雫
業

法
)
秩
山
中
を
把
摂
す
る
際
に
は
、
公
共
の
利
益
を
与
慮
に
入
れ
た
事
業
活
動
の
促
進
・
廃
業
基
盤
の
整
備
の

h
山
で
当
該
業
法
(
事
業
法
)

秩
序
を
捉
え
よ
と
の
要
請
が
写
か
れ
る
c

ま
た
、
個
々
の
事
業
者
も
「
一
般
私
法
」
秩
序
の
下
で
山
氏
と
し
て
の
権
利
(
私
権
)
を
保
障
さ

れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
事
業
活
動
に
対
す
る
介
入
は
必
安
最
小
限
の
も
の
に
せ
よ
と
の
安
請
も
導
か
れ
る
つ
さ
ら
に
、
公
正
か

つ
適
正
な
市
場
を
確
保
す
る
た
め
の
取
引
恭
盤
の
繋
備
は
、
経
済
法
(
独
山
禁
止
法
・
不
正
説
争
防
止
法
等
)
が
組
当
す
る
こ
と
に
な
る
コ

見
た
と
き
に
は
、

I
型
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
依
拠
し
て
、
栄
法
(
事
業
法
)
秋
山
中
の
内
部
に
お
い
て
存
存
し
て
い
る
「
特
別
私
法
」
秩
序
を

そ
こ
で
展
開
さ
れ
て
い
る
「
特
別
私
法
」
秩
序
と
は
、
「
般
私
法
」
秩
序
が
前
述
し
た
意
味
で
の
装
法
(
事
業
法
)

こ
う
し
た
巾
で
、

規
制

H
的
に
影
響
を
受
け
て
制
約
を
受
け
、
変
質
し
た
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
は
、
事
業
者
と
対
峠
す
る
市
民
の

権
利
の
内
包
と
外
延
の
保
定
、
私
法
秩
序
に
属
す
る
制
度
・
ル
ー
ル
の
解
釈
に
あ
た
っ
て
、
公
共
性
・
公
益
性
な
い
し
事
業
の
健
全
性
と
い
っ

消輩Jむtにおける公私の協働(1)

た
業
法
(
事
業
法
)
秩
序
に
本
質
的
な
要
ぷ
の
考
慮
が
，
川
面
に
出
て
く
る
こ
と
に
な
る

(
私
人
間
の
利
益
の
調
整
原
理
ー
と
し
て
、
公
共
的
観

点
・
八
ム
の
論
理
が
付
加
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
)

C

第
二
の
ア
プ
ロ
ー
チ

(
E
型
)
|
|
事
業
者
保
護
法
と
し
て
の
「
特
別
私
法
」
秩
序

別
私
法
」
秩
序
と
は
、
楽
法
(
事
業
法
)

は
、
楽
法
(
事
業
法
)
秩
序
の
内
部
に
お
い
て
存
存
し
て
い
る
「
特

の
胤
制
目
的
に
影
響
を
受
け
て
「
一
般
私
法
」
秩
呼
の
下
で
認
め
ら
れ
た
は
ず
の
山
氏
の
権
利
(
私

第
一
の
ア
プ
ロ
ー
チ

(
本
稿
で
は
、
使
主
上
、

E
型
と
し
て
お
く
)

権
)
を
制
約
す
る
と
と
も
に
、
「
一
般
私
法
」
秩
序
の
下
で
は
認
め
ら
れ
な
い
事
業
者
利
益
の
保
設
を
実
現
す
る
も
の
で
あ
る
と
理
解
す
る σ〕
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ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。
事
業
者
に
対
す
る
川
家
に
よ
る
パ
タ

l
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
観
山
、
か
ら
の
保
護
が
当
該
業
法
(
事
業
法
)

の
目
的
に

読
み
込
ま
れ
た
と
き
に
は

(
か
つ
て
「
護
送
船
川
」
方
よ
と
一
百
わ
れ
た
も
の
が
、

そ
の
例
で
あ
る
)
、
こ
の
よ
う
な
E
u
m
を
も
持
つ
も
の
と

し
て
、
業
法
(
事
業
法
)
秋
山
伊
の
内
部
に
存
存
し
て
い
る
「
特
別
私
法
」
秩
序
が
似
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

も
っ
と
も
、
白
由
、
土
義
山
場
経
済
の
原
理
を
茶
礎
に
材
え
て
、
国
家
に
よ
る
事
業
活
動
へ
の
介
入
の
可
能
性
を
見
る
の
で
あ
れ
ば
、
事
前

の
山
崎
制
か
ら
事
後
の
規
制
へ
と
い
う
今
刊
の
規
制
緩
和
の
流
れ
の
巾
で
、
こ
う
し
た
事
業
者
に
対
す
る
パ
タ

l
ナ
リ
ス
テ
イ

y
ク
な
保
護
が

正
当
化
き
れ
る
た
め
に
は
、
当
該
業
法
(
事
業
法
)

現
(
保
護
)
も
台
ま
れ
て
い
る
こ
と
と
そ
の
こ
と
の
正
主
性
、

の
目
的
と
し
て
、
公
訴
性
や
ポ
業
の
健
全
性
の
み
な
ら
ず
、
事
業
者
利
益
の
積
秘
的
実

の
規
定
が
白
由
、
γ
工

一
円
い
換
え
れ
ば
、
問
題
ー
と
な
っ
て
い
る
業
法
(
事
業
法
)

義
市
場
経
済
モ
デ
ル
の
卜
で
な
お
「
ポ
業
者
保
護
法
」
と
し
て
の
件
質
を
持
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
が
八
一
叩
証
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
忠
わ
れ
る
c

四

第
三
の
ア
プ
ロ
ー
チ

(
E
型
)
|
|
事
業
者
に
対
時
す
る
市
民
の
権
利
(
私
権
)

の
発
展
・
強
化

第
二
の
ア
プ
ロ
ー
チ

は
、
楽
法
(
事
業
法
)
秩
序
の
内
部
に
お
い
て
存
在
し
て
い
る
「
特

(
本
稿
で
は
、
使
主
上

皿
型
と
し
て
お
く
)

別
私
法
」
秩
序
を
、
判
疋
の
事
業
領
域
に
お
い
て

一?万の
ψ

事
者
が
事
業
者
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
事
業
者
と
対
峠
す
る
山
氏
に
対
し
て
「
一

般
私
法
」

レ
ベ
ル
で
の
権
利
保
護
を
超
え
た
特
別
の
権
利
保
護
を
守
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
の
机
点
の
下
で
捉
え
、
「
一
般
私
法
」
秩

序
で
承
認
さ
れ
て
い
る
市
民
の
権
利
(
私
権
)
を
党
民
・
強
化
し
た
も
の
ー
と
し
て
理
解
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、

そ
も
そ
も
特
定
の
事
業
領
域
に
お
け
る
私
法
秩
序
の
発
民
・
強
化
の
斤
景
な
い
し
リ
的
が
何
か
が
同
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
c

そ
の
際
、

ψ
l
該
事
業
口
体
の
特
別
の
危
険
性
(
危
消
化
要
閃
の
存
す
)

法
制
押
の
発
展
・
強
化
を
d
当
化
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
し
、
社
会
法
的
観
点
に
山
た
弱
者
保
設
の
視
点
が
正
ψ

化
の
根
拠
と
な

に
着
目
す
る
こ
と
に
よ
り
、
「
一
般
私
法
」
秩
序
で
妥
ψ
ー
し
て
い
る

北法:i7¥S・Hi8)2174 



る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
ま
た
、
「
契
約
の
対
等
性
」
が
確
保
さ
れ
な
い
状
況
ド
ー
で
の
取
引
に
対
す
る
軒
悩
伯
許
何
が
、

「
一
般
私
法
」

の
法
問
叫
の
発
展
・
強
化
を
d
v
化
す
る
と
も
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
、
っ
。

他
ー
々
、
こ
う
し
た

E
型
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
依
拠
す
る
と
き
に
は
、
「
特
別
私
法
」
秋
山
中
は
、
「
般
私
法
」
秩
庄
中
で
承
認
さ
れ
て
い
る
市
民

の
権
利
(
私
権
)

の
発
展
・
強
化
を
企
図
し
た
も
の
と
し
て
捉
、
λ
ら
れ
る
と
こ
ろ
、
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
「
特
別
私
法
」
秩
序
を
把
握
す

る
こ
と
は

お
の
ず
か
ら
、
業
法
(
事
業
法
)

の
め
ざ
す
第
一
次
的
価
値
を
制
約
す
る
要
閃
を
、
「
特
別
私
法
」
秩
w
け
の
中
に
認
め
る
こ
と

に
な
る
コ
「
業
法
(
事
業
法
)
」
秩
序
に
お
い
て
、
市
民
の
権
利
(
私
権
)

と
は
川
久
質
の
公
益
、
ポ
業
の
健
全
性
や
事
業
者
の
事
業
活
動
の
口

由
な
ど
が
業
法
(
雫
業
法
)

序
に
対
し
て
は
、
装
法
(
事
業
法
)

の
第
一
次
的
価
値
ー
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
限
り
で
、

E
刑
の
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
導
か
れ
る
「
特
別
私
法
」
秩

の
リ
的
と
対
げ
す
る
リ
的
に
山
た
秋
山
庁
と
し
て
の
意
味
が
守
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
じ

こ
の
と
き
、

二
般
的
・
川
象
的
な
「
一
円
凶
し
に
な
ら
さ
る
を
得
な
い
が
)
業
法
(
事
業
法
)

の
内
郊
に
存
す
し
て
い
る
私
法
規
定
を
解
釈

消輩Jむtにおける公私の協働(1)

す
る
に
あ
た
っ
て
、
こ
う
し
た
「
特
別
私
法
」
秩
序
の
目
的
で
あ
る
市
民
の
権
利
保
設
の
要
請
が
優
先
す
る
ゆ
え
に
、
業
法
(
事
業
法
)
が

リ
的
ー
と
し
て
い
る
第
一
次
的
仙
値
の
老
慮
が
排
除
さ
れ
る
と
考
え
る
も
の
か
、
そ
れ
と
も
、
「
特
別
私
法
」
の
秩
序
が
業
法
(
事
業
法
)
の

中
で
形
成
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
「
特
別
私
法
」
秩
序
の
枠
内
で
業
法
(
事
業
法
)
が
担
う
第
一
次
的
悩
値
と
の
街
呈
は
避
け
て

通
れ
な
い
も
の
な
の
か
が
、
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
業
法
(
事
業
法
)
秩
序
の
内
部
に
お
い
て
存
存
し
て
い
る
「
特
別
私
法
」
秩

序
へ
の
契
機
を
、
特
定
の
事
業
活
動
分
野
に
お
い
て
「
一
般
私
法
」
レ
ベ
ル
で
の
市
民
の
権
利
保
設
を
起
え
た
特
別
の
保
譲
が
必
要
で
あ
る

と
の
点
に
見
出
す
の
で
あ
れ
ば
、
業
法
(
事
業
法
)
ー
と
い
う
外
枠
を
は
め
て
、

そ
の
巾
で
「
特
別
私
法
」
秩
序
を
形
成
す
る
際
に
、
外
枠
を

は
め
る
段
附
で
既
に
業
法
(
事
装
法
)
秩
序
が
月
的
と
し
て
い
る
第
一
次
的
伺
値
を
考
慮
す
る
以
上
、
事
業
者
の
権
利
な
い
し
公
益
と
利
子

方
た
る
山
氏
の
権
利
と
の
問
の
調
整
を
、
も
は
や
「
特
別
私
法
」
秩
序
の
中
で
重
ね
て

(
改
め
て

お
こ
な
う
必
安
は
な
い
よ
う
に
も
恩
わ

れ
る
ロ

北法57(;;-169)2175
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(
8
)
規
制
ノ
汀
政
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
、
塩
野
安

E

行
政
法
I
[約
四
版
ご

(
有
変
問
、
一

O
O合
)
八
頁
以
下
、
い

(
9
)
こ
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
で
私
人
の
梓
利
・
白
山
の
制
限
が
引
か
れ
る
と
き
に
は
、
抗
心
不
、
規
制
の
対
象
で
あ
る
事
業
者
の
権
利
向
白
を
相
Y疋

す
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
よ
う
に
目
き
れ
る

f

し
か
し
、
私
人
の
出
動
に
対
す
る
介
人
を
目
的
と
し
て
行
政
規
制
が
お
こ
な
わ
れ
る
と

き
、
そ
れ
が
私
的
牛
活
関
係
へ
の
介
入

(
H
私
法
秩
出
へ
の
介
入
)
を
伴
う
以
上
、
事
業
者
の
事
業
活
動
の
柑
「
方
で
あ
る
相
手
方
の
権
利

白
山
を
も
巻
き
込
ん
で
、
後
占
の
権
利
・
白
山
も
制
約
す
る
形
で
秩
序
形
成
が
さ
れ
る
こ
と
が
否
定
で
き
な
い
じ
本
正
で
述
べ
て
い
る
内
り
は
、

こ
の
点
に
注
目
し
て
、
ー
型
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
提
不
し
た
も
の
で
あ
る
ο

第
三
節

消
費
者
私
法
秩
序
と
一
般
私
法
秩
序
の
関
係

問
題
の
所
在
|
|
事
業
者
と
対
時
す
る
寸
消
費
者
」

第
一
一
節
で
は
、
業
法
(
ポ
業
法
)
秩
序
の
内
部
に
お
い
て
存
在
し
て
い
る
「
対
別
私
法
」
秩
序
と
「
般
私
法
」
秩
序
の
関
係
に
つ
い
て
、

「
特
別
私
法
」
秩
序
が
業
法
(
事
業
法
)
秩
序
の
内
部
に
お
い
て
存
在
し
て
い
る
と
い
う
白
'
に
者

U
し
て
、
整
即
を
し
た
。
そ
し
て
、
そ
こ

は

民
な
る
飢
点
に
出
た
三
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

-
型
・

H
型
・
凹
型
)
が
認
め
ら
れ
る
占
を
指
摘
し
た
-

と
こ
ろ
が
、
今
日
の
わ
が
川
に
お
け
る
議
論
の
状
況
を
踏
ま
え
た
な
ら
ば
、
業
法
(
雫
業
法
)
秩
序
の
内
部
に
お
い
て
存
在
し
て
い
る
「
特

別
私
法
」
秩
序
を
考
え
る
と
き
に
は
、
も
う
ひ
と
つ
、
遣
っ
た
角
度
か
ら
、
そ
こ
で
の
「
特
別
私
法
」
秋
山
庁
に
光
を
当
て
る
必
安
が
同
て
く

る
。
と
い
う
の
は
、
業
法
(
事
莱
法
)
秩
序
の
内
部
に
お
い
て
存
在
し
て
い
る
「
特
別
私
法
」
秩
序
が
語
ら
れ
る
際
に
、
そ
れ
が
事
業
者
と

対
峠
す
る
「
消
費
者
」
の
保
護
な
い
し
救
済
を

H
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
観
点
か
ら
論
じ
ら
れ
る
場
合
が
少
な
く
な
い
か
ら
で
あ
る
ロ

北法:i7¥S・170)2176 



」
の
こ
と
は
、
前
述
し
た
第
二
の
ア
プ
ロ
ー
チ

(
E
型
)

が
妥
ψ
ー
す
る
場
山
で
問
題
と
な
る
つ
こ
こ
で
は
、
「
消
費
者
の
保
護
」

費
者
の
救
済
」
と
い
う
観
点
か
ら
、
「
特
別
私
法
」
秩
序
に
対
し
て
「
消
費
者
私
法
」
と
し
て
の
志
昧
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
「
消

費
者
私
法
」
と
し
て
の
「
特
別
私
法
」
秩
序
と
、
「
一
般
私
法
」
秩
序
と
の
関
係
は
い
か
に
用
解
さ
れ
る
べ
き
か
と
い
う
問
題
が
、
業
法
(
事

業
法
)
秩
序
の
内
部
に
お
い
て
存
在
し
て
い
る
「
特
別
私
法
」
秩
序
と
い
う
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
、
議
論
の
狙
上
に
載
せ
ら
れ
る
こ
と

に
な
る
。

こ
の

「消
費
者
私
法
」
秋
山
庁
と
「
般
私
法
」
秩
序
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
近
時
の
民
法
の
現
代
化
を
め
ぐ
る
議
論

一
方
で
、
両
法
秩
序
の

の
中
で
、
と
り
わ
け
ド
イ
ツ
法
・
フ
ラ
ン
ス
法
ー
と
の
比
較
研
究
を
通
じ
て
、
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、

呉
氏
牲
を
ゆ
H
定
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
が
見
ら
れ
る
。
他

h
で
、
そ
れ
と
は
逆
に
、
両
法
秩
序
の
同
質
件
を
肯
定
す
る
ア
ブ
ロ
チ
も
見
ら
れ
る
じ

「
消
費
者
私
法
L

秩
序
と
二
般
私
法
」
秩
序
の
異
質
性
を
認
め
る
立
場

(
E
E
1
型
)

消輩Jむtにおける公私の協働(1)

「
中
川
費
苫
私
法
」
秩
序
と
「
一
般
私
法
」
秩
序
が
異
質
な
も
の
で
あ
る
と
の
観
点
に
同
た
ア
プ
ロ
ー
チ

(
本
稿
で
は
、

皿

1
型
と
一
口
う

こ
と
に
す
る
)

は
、
両
法
秩
序
に
お
け
る
秩
序
形
成
原
川
崎
が
異
質
で
あ
る
占
山
に
看

H
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
消
費
者
私
法
」
秩
序
が
消
費
者

公
序
(
な
い
し
は
消
費
者
保
譲
公
序
)

の
支
配
を
受
け
る
の
に
対
し
て
、
「
般
私
法
」
秩
序
は
当
事
者
の
意
思
の
自
律
も
し
く
は
自
己
決

一
元
権
を
基
礎
ー
と
し
て
、
そ
の
秩
序
が
形
成
さ
れ
て
い
る
も
の
と
似
え
る
わ
け
で
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
秩
序
に
お
い
て
川
門
家
が
果
た
す
役
割
も
、

お
の
ず
か
ら
異
な
っ
た
も
の
と
な
る
c

つ
ま
り
、
「
一
般
私
法
」
秩

こ
こ
で
は
、

序
で
は
、
川
家
の
役
割
は
、
私
人
に
よ
る
白
己
決
ど
と
そ
の
結
果
を
保
障
し
、
支
援
す
る
こ
と
に
あ
る
も
の
と
捉
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な

「
一
般
私
法
」
秩
序
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
は
、
ま
さ
に
「
近
代
民
法
」
が
某
伎
と
す
る
パ
ラ
タ
イ
ム
で
あ
る
υ

さ
ら
に
、
最
近
強
調
さ
れ
て
い
る

「

J肖

北法S7(;;.li1)217i
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「
契
約
の
対
等
性
」

(
J
J
Z
E
四
品

2
5こ
を
保
障
す
る
た
め
の
国
家
に
よ
る
私
的
生
活
関
係
へ
の
介
入
も
、
「
一
般
私
法
」
枚
出
げ
の
枠
組
み

の
卜
で
捉
え
ら
れ
、
正
巾
化
き
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
消
費
者
公
序
に
之
配
き
れ
た
「
消
費
者
私
法
」
秩
序
で
は
、
こ
こ
で

の
消
費
者
公
序
を
社
会
国
家
・
福
祉
国
家
論
と
結
び
つ
け
て
洲
解
す
る
こ
と
に
よ
り
、
「
消
費
者
私
法
」
秩
序
と
は
、
社
会
的
弱
者
た
る
消

費
者
を
保
議
す
る
こ
と
を
リ
的
と
し
た
「
恥
別
私
法
」
秩
序
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
じ
私
的
自
治
・
白
己
決
定
と
対
向
す
る
原
用

に
廿
市
礎
づ
け
ら
れ
、
消
費
者
の
利
益
を
実
現
す
る
た
め
に
、
同
家
が
取
引
過
程
・
取
引
内
符
に
積
極
的
に
介
入
・
形
成
す
る
こ
と
を
認
め
る

の
が
、
「
特
別
私
法
」
た
る
「
消
費
者
私
法
」
秩
序
だ
と
い
、
つ
こ
と
に
な
る
c

し
た
が
っ
て
、
国
家
の
役
割
も
、
社
会
国
家
・
福
判
国
家
の

観
点
に
山
た
山
民
の
権
利
保
護
の
た
め
の
私
的
生
れ
関
係
へ
の
パ
タ

l
ナ
ワ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
介
入
の
点
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、
「
一
般
私
法
」
秩
序
と
「
消
費
者
私
法
」
秩
序
の
秩
序
形
成
原
川
崎
山
で
の
異
質
件
を
強
謝
し
た
と
き
に
は
、
民
法
と
消
費

者
法
の
関
係
、
法
典
レ
ベ
ル
で
再
え
ば
、
「
般
民
法
典
」
と
「
消
費
者
法
典
、
」
と
は
異
な
っ
た
胤
範
体
系
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
の
が
適
当

だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
ロ
と
り
わ
け
、
社
会
的
弱
者
保
護
の
た
め
の
法
制
度
が
「
般
氏
法
典
」
に
胤
律
き
れ
る
こ
と
な
ど
き
れ
よ
う
も
の

な、
レコ

(
ド
イ
Y
不
動
産
賃
貸
的
法
の
改
正

で
お
こ
な
わ
れ
た
の
が
、
こ
れ
で
あ
る
)
、
民
な
っ
た
秩
序
形
成
原
理
に
導
か
れ
た

[
現
代
化
〕

規
範
が
ひ
と
つ
の
法
典
を
構
成
す
る
こ
と
を
も
た
ら
し
、

そ
の
結
果
と
し
て
、
「
般
私
法
」
秩
序
白
体
が
多
元
的
な
も
の
と
な
っ
て
し
ま

う
と
い
う
、
休
系
的
に
見
通
し
の
き
か
な
い
状
態
を
招
く
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
、
っ
。
こ
の
よ
う
に
見
れ
ば
、

E 

I 
型
の
ア
ブ
[J 

子
の
下

で
は
、
「
特
別
私
法
」
秩
序
と
し
て
の
「
消
費
者
私
法
」
秩
序
を
業
法
(
事
業
法
)
秩
序
の
内
部
に
置
く
こ
と
は
、

で
あ
る
が
)
「
消
費
有
私
法
」
秋
山
中
と
「
般
私
法
」
秩
序
と
の
混
交
を
防
ぎ
、
体
系
的
な
透
明
性
を
確
保
す
る
と
い
う
す
恩
義
を

(
あ
く
ま
で
も
、
結
果
論

(
も
)
備

え
た
も
の
だ
と
一
百
う
こ
と
も
で
き
る

f

「
消
費
者
私
法
L

秩
序
と
二
般
私
法
」
秩
序
の
同
質
性
を
認
め
る
立
場

(
E
E
2
型
)

北法:i7¥S・172)2178 



(1)
緒
論

「
消
費
者
私
法
」
秩
序
と
「
般
私
法
」
秩
序
の
異
蛍
性
を
認
め
る

E

1
型
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
刈
し
て
は
、
「
消
費
者
私
法
」
秩
序
と
「
一

般
私
法
」
秩
序
ー
と
が
同
じ
原
用
に
導
か
れ
、
形
成
さ
れ
た
秩
序
で
あ
る
と
似
え
る
ア
プ
ロ
ー
チ
(
本
稿
で
は
、

E

2
型
ー
と
ゴ
ワ
つ
こ
と
に
す
る
)

も
存
存
す
る
c
消
費
者
保
議
基
本
法
か
ら
改
ま
っ
た
川
費
者
基
本
法
の
恭
本
山
想
、
さ
ら
に
消
費
者
契
約
法
の
基
本
思
想
も
、
こ
の

7
7
ロ
i

チ
の
「
に
成
り
立
っ
て
い
る
も
の
と
百
え
る
υ

(2)
市
民
法
の
原
理
か
ら
同
質
性
を
肯
定
す
る
立
場

(
E
E
2
E
a
型
)

聞
け
/
】
刑
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
属
す
る
も
の
の
う
ち
の
一
種
(
本
稿
で
は
、

出

2
a
m一
と
言
、
つ
こ
と
に
す
る
)

は
、
「
消
費
者
私
法
」
秩
序

を
も
っ
て
、
事
業
者
消
費
者
間
に
お
け
る
「
契
約
の
対
等
性
」

の
回
復
お
よ
び
消
費
哲
の
口
己
決
定
支
ほ
を
日
的
と
し
た
秩
序
と
捉
え
る

消輩Jむtにおける公私の協働(1)

こ
と
で
、
「
消
費
者
私
法
」
秩
序
は
「
般
私
法
」
秩
序
と
同
じ
原
理
に
基
礎
を
匝
く
も
の
と
考
え
る
立
場
で
あ
る
。
口
己
決
定
結
果
を
保

障
し
、
私
人
に
よ
る
白
己
決
ど
を
支
援
す
る
と
い
う
市
民
法
の
茶
本
原
理
に
お
い
て
、
「
消
費
者
私
法
」
秋
山
中
と
「
般
私
法
」
秩
序
ー
と
は

共
通
の
慕
般
市
に
立
脚
す
る
わ
け
で
あ
る
c

こ
の
と
き
、

そ
れ
で
は
、
「
消
費
者
私
法
」
秩
呼
が
「
般
私
法
」
秩
序
か
ら
切
り
取
ら
れ
て
、
ま
さ
に
「
特
別
私
法
」
と
し
て
位
百
づ

け
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
は
、
ど
こ
に
そ
の
理
由
が
あ
る
の
か
と
一
円
え
ば
、
そ
れ
は
、
も
っ
ぱ
ら
、
「
梨
約
の
対
等
性
」
の
欠
如
が
事
業
者
・

消
費
者
間
取
引
に
類

m的
(
{
疋
型
的
)

に
存
存
す
る
と
い
う
点
に
起
附
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
類
型
的
(
ハ

4m的
)
状
況
に
対
応
す
る
た

め
の
類
型
引
徴
的
な
規
律
と
し
て
、
「
別
賞
者
私
法
秩
序
」
が
「
別
別
私
法
」
と
し
て
設
備
さ
れ
た
(
に
す
ぎ
な
い
)
と
見
る
わ
け
で
あ
る
c

こ
の
よ
う
な

E

2

a
引
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
「
で
は
、
「
消
費
者
私
法
」
秩
序
と
「
一
般
私
法
」
秩
序
と
を
同
化
さ
せ
る
可
能
性
に
道
が

聞
け
る
コ
こ
こ
で
は
、
ド
イ
ツ
の
債
務
法
現
代
化
に
際
し
て
お
こ
な
わ
れ
た
よ
う
に
、
「
消
費
者
私
法
」
を
「
般
民
法
典
」
に
組
み
込
ん

北法S7(;;.ln)2179
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だ
と
し
て
も
、
こ
れ
に
よ
っ
て
「
一
般
私
法
」
秩
呼
の
指
導
原
理
が
混
乱
を
き
た
す
こ
と
は
な
い
υ

さ
ら
に
進
ん
で
、
「
消
費
者
私
法
」
と

い
う
衣
を
ま
と
っ
て
閲
禿
さ
れ
た
各
種
の
制
度
や
ル

l
ル
に
つ
い
て
も
、

そ
れ
ら
が
何
も
雫
業
者
・
消
費
者
間
収
引
に
隈
っ
て
妥
当
す
る
も

の
で
は
な
く
、
お
よ
そ
「
契
約
の
対
等
院
」
が
欠
如
す
る
あ
ら
ゆ
る
域
面
に
妥
中
ー
す
る
も
の
で
あ
る
ー
と
す
る
こ
と
を
介
し
て
、
「
一
般
私
法
」

秩
序
の
も
と
で
の
般
的
な
制
度
や
ル
ー
ル
と
し
て
整
備
さ
れ
る
こ
と
も
、
あ
り
う
る
c

「
特
別
私
法
」
秩
序
の
場
を
借
り
た
「
一
般
私
法
」

秩
呼
の
継
続
形
成
で
あ
る
。
あ
る
業
法
(
事
業
法
)
秩
序
の
内
部
に
お
い
て
存
在
し
て
い
る
「
特
別
私
法
」
秩
序
が
国

2

a
型
の
ア
ブ
ロ

l

チ
の
意
味
で
の
「
消
費
者
私
法
」
秩
序
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
う
し
た
法
典
改
正
・
秩
序
形
成
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ

ム
を
意
識
し
た
解
釈
論
が
、
そ
こ
で
の
「
粘
別
私
法
」
秩
序
の
十
で
考
究
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
。

(3)
社
会
法
の
原
理
か
ら
同
質
性
を
肯
定
す
る
立
場

(
E
1
2
1
b
型
)

他
十
刀
、
私
的
生
活
関
係
に
お
い
て
止
じ
る
法
律
問
題
を
考
え
る
際
に
、
「
民
法
の
社
会
(
法
)
化
」
と
い
う
祝
点
で
「
一
般
私
法
」
秩
序

を
捉
え
る
と
、
こ
こ
で
も
、
「
消
費
百
私
法
」
秩
序
は
「
一
般
私
法
」
秩
庄
中
ー
と
同
じ
原
用
に
基
礎
を
置
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
(
本

稲
で
は
、

出

2

b

m一
と
言
う
こ
と
に
す
る
)
c

も
っ
と
も
、
こ
の
場
合
に
組
定
さ
れ
る
「
消
費
者
私
法
」
秩
序
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を
皿

z
a型
の
ア
プ
ロ
チ
が
慕
礎
と
す
る
よ
う
な
も
の
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
「
消
費
者
私
法
」
秩
序
を
新
白
山
主
義
の
考
え

(
収
引
を
対
象
と
す
る
も
の
に
限
ー
ど
し
て
百
え
ば
)
「
一
般
私
法
」
秩
序
を
社
会
同
家
・
他
祉
同
家
の
パ
ラ

ダ
イ
ム
で
捉
え
る
と
い
う
の
は
、
矛
日
け
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
民
法
の
什
会
(
法
)
化
」
ー
と
い
う
観
点
か
ら
「
一
般
私
法
」
秩

ん
で
基
礎
づ
け
、

そ
の
一
ん
で

序
を
捉
え
て
い
く
の
な
ら
ば
、
「
消
費
者
私
法
」
秩
序
も
、

、
コ
〕
ぷ
三

J

、

ま

σ寸
f
司、
fv

凹

2
型
の
社
会
国
家
-

L

刑
判
同
家
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
で
捉
え
る
と

い
う
こ
と
に
な
ら
ざ
る
を
符
な
い
。

こ
の
場
合
に
は
、
社
会
国
家
・
福
相
国
家
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
十
で

「
消
費
者
私
法
」
秩
序
と

「
一
般
私
法
」
秩
序
と
が
川
化
さ
れ
る
こ
と

北法:i7¥S・174)2180 



に
な
る
。
た
だ
し
、

己
、
つ
ま
で
も
な
く
、
こ
れ
は
、
近
代
ー山
民
法
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
と
は
遣
う
し
、
坑
行
の
消
費
者
甘
柄
本
法
消
費
者
契
約
法

の
考
え
方
と
も
違
う
っ
現
行
の
消
費
者
恭
本
法
・
消
費
者
契
約
法
は
、
府
芹
は
桁
く
と
し
て
、
新
日
由
主
義
の
い
以
惣
を
背
宗
と
し
て
い
る
(
か

つ
て
の
消
費
苫
「
保
設
」
か
ら
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
を
阿
っ
た
)
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

第
四
節

貸
金
業
規
制
法
四
三
条
一
項
の

「
み
な
し
弁
済
」
規
定
と
「
特
別
私
法
」
秩
序

緒
論

こ
こ
ま
で
、
業
法
(
事
業
法
)
秩
序
の
内
部
に
お
い
て
存
在
し
て
い
る
「
特
別
私
法
」
秩
序
の
志
義
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
「
一
般
私
法
」

(
「
般
私
法
」
秩
序
で
認
め
ら
れ
て
い
る
巾
民
の
権
利
に
対
す
る
制
約
か
、

秩
序
と
の
関
係
で
ど
の
よ
う
に
制
え
ら
れ
う
る
も
の
な
の
か

消輩Jむtにおける公私の協働(1)

そ
れ
と
も
、
そ
の
発
展
・
強
化
か
)
、
そ
れ
が
「
一
般
私
法
」
秩
序
で
妥
中
ー
し
て
い
る
法
理
ー
と
し
て
も
捉
え
ら
れ
う
る
と
き
に
は
、
こ
れ
ま

た
業
法
(
事
業
法
)
秩
序
と
の
悶
連
で
捉
え
ら
れ
る
こ
と
の
あ
る
「
消
費
者
私
法
」
秩
序
と
ど
の
よ
う
に
閥
係
づ
け
ら
れ
る
も
の
な
の
か
と

い
う
問
点
か
ら
、
替
用
を
し
て
き
た
。
こ
う
し
た
基
縫
レ
ベ
ル
で
の
僻
認
を
経
て
、
以
上
で
は
、
わ
が
国
に
お
い
て
業
法
内
部
に
お
い
て
存

杭
し
て
い
る
「
特
別
私
法
」
秩
序
の
意
味
が
問
わ
れ
て
い
る
具
体
的
な
局
凶
を
と
り
あ
げ
、

そ
こ
で
の
議
論
の
位
置
づ
け
を
図
る
こ
と
に
す

る

そ
の
際
、
検
討
の
素
材
と
し
て
、

回収
近
脚
光
を
あ
び
て
い
る
貸
企
業
規
制
法
川
二
条
一
項
の

「
み
な
し
弁
済
」
規
定
を
扱
う
c

制
限
超
過

利
息
の
弁
済
を
右
効
と
す
る
利
息
制
限
法
一
条
二
項
を
事
実
卜
骨
抜
き
に
し
た
か
つ
て
の
最
高
裁
判
例
法
瑚
に
対

L
、
立
法
府
が
こ
の
判
例

法
制
押
を
だ
質
的
に
制
約
す
る
内
科
を
持
つ
貸
金
業
規
制
法
四
三
条
一
項
を
設
け
る
こ
と
に
よ
る
対
処
を
し
た
た
め
に
、
業
法
(
事
業
法
)
秩

北法S7(;;.li'J)2181
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序
と
「
一
般
私
法
」
秩
序
と
の
相
克
が
生
じ
て
い
る
こ
と
は
、
衆
日
の
一
致
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
か
と
川
い
わ
れ
る
。
貸
金
業
胤
制
法
四
一

条
一
項
で
は
、
「
超
過
利
自
の
支
払
い
は
有
効
か
、
相
効
か
」
と
い
う
「
一
般
私
法
」
秩
序
レ
ベ
ル
で
の
問
題
と
、
「
登
録
の
上
で
の
胤
制
遵

レ
ベ
ル
の
問
題
ー
と
が
接
ぎ
木
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ワ
て
、
そ
の
結
果
ー
と
し
て
、
貸
金
業
苫
と
し
て
の
登
録

{
寸
」
ー
と
い
う
業
法
(
雫
業
法
)

を
し
た
者
(
登
録
貸
企
業
苫
)

の
と
こ
ろ
で
の
制
限
超
過
利
息
の
保
持
を
正
中
化
す
る
と
い
う
制
度
が
、
業
法
内
部
に
お
い
て
存
在
し
て
い

る
「
特
別
私
法
」
秩
序
と
し
て
形
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
貸
金
業
胤
制
法
の
内
部
に
存
存
す
る
「
特
別
私
法
」
秩
序
に
対
す
る
理
解
を
め
ぐ
っ
て
近
時
の
最
両
裁
判
決
に
揺
ら
ぎ
が
H
ん
ら
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
す
ぐ
あ
と
で
触
れ
る
。
た
だ
、
そ
の
前
に
一
百
だ
け
触
れ
て
お
く
な
ら
ば
、
こ
れ
か
ら
述
べ
る

よ
う
な
最
近
の
判
例
法
理
の
変
遷
に
つ
い
て
、
多
く
の
消
費
者
法
学
者
・
実
務
家
が
こ
れ
を
消
費
苫
保
護
ま
た
は
弱
苫
た
る
借
ム
丁
保
護
の
硯

点
か
ら
論
じ
て
い
る
点
に
、
注
意
を
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
見
方
が
あ
る
た
め
、
業
法
(
事
業
法
)
秩
序
の
内
郊
に
お
い
て

存
在
し
て
い
る
「
特
別
私
法
」
秩
序
の
意
義
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
「
一
般
私
法
」
秩
序
と
の
関
係
で
ど
の
よ
、
つ
に
捉
え
ら
れ
う
る
も
の
な
の

か
と
い
う
レ
ベ
ル
に
と
ど
ま
ら
ず
、
貸
令
乗
の
領
域
で
「
般
私
法
」
秋
山
伊
と
「
消
費
者
私
法
」
秩
序
と
が
ど
の
よ
う
に
関
係
し
あ
う
の
か

と
い
う
レ
ベ
ル
で
も
説
明
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
c

こ
の
よ
う
な
前
提
即
解
に
山
川
て
、
以
下
で
は
、
貸
金
業
規
制
法
判
二
条
一
項
の
「
で
の
制
限
超
過
利
息
の
返
違
法
理
に
つ
い
て
、

そ
の
机

要
を
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

貸
金
業
規
制
法
四
三
条
一
項
の
概
要

貸
金
業
胤
制
法
、
J

川
確
に
は
、
貸
企
業
の
胤
制
守
に
関
す
る
法
律
が
制
'
疋
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
五
八
年
(
九
八
一
汗
)
の
こ
と
で
あ
る
。
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こ
の
貸
金
業
規
制
法
が
制
定
さ
れ
る
り
川
に
は
、
制
限
超
過
利
息
の
返
還
に
闘
し
で
よ
く
知
ら
れ
た
最
応
裁
の
判
例
法
理
が
碍
立
し
て
い
た
。

そ
れ
は
、
利
息
制
限
法
で
、
条
一
頃
に
疋
め
ら
れ
た
制
限
利
息
を
起
過
す
る
利
息
は
比
効
と
い
う
ル

l
ル
を
定
め
つ
つ
、
同
条
一
取
で
「
債

務
者
は
、
前
度
の
超
過
部
分
を
任
窓
に
支
払
一
口
た
と
き
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

そ
の
返
還
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と

し
て
、
任
意
弁
済
さ
れ
た
超
過
利
息
相
当
績
は
返
還
請
求
で
き
な
い
と
の
ル
ー
ル
を
情
く
こ
と
で
制
約
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
こ
の
利
息
制
限

法
一
条
二
項
を
形
骸
化
す
る
方
同
で
の
法
創
造
が
判
例
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
υ

そ
の
際
に
採
ら
れ
た
の
は
、
債
務

者
の
支
払
額
は
ま
ず
制
限
内
利
白
、
次
に
元
本
へ
と
ム
允
斗
さ
れ
、
こ
の
順
隔
で
の
充
当
の
引
川
県
と
し
て
元
本
が
ゼ
口
と
な
れ
ば
利
は
が
発
生

し
な
い
か
ら
、
な
お
超
過
よ
弘
部
分
が
あ
れ
ば
不
当
利
符
(
非
債
弁
済
)
ー
と
し
て
債
務
者
が
返
還
請
求
で
き
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
っ
た
(
最

大
判
附
和
二
九
咋

一
月
一
八
日
民
集
一
八
巻
九
号
一
八
六
八
百
円
、
最
大
判
昭
和
四
一
年

月

一
一
口
氏
集
二
一
巻
二
号
一
五
二
『
ハ
頁

ほ
か
)
。

こ
れ
に
対
し
て
、
こ
の
よ
う
な
判
例
法
理
を
立
法
に
よ
っ
て
修
正
し
た

の
カミ

昭
和
五
八
年
の
貸
〈
申
告
末
規
制

(
も
し
く
は
後
退
き
せ
た

消輩Jむtにおける公私の協働(1)

法
川
二
条
一
度
の
規
定
で
あ
っ
た
c

そ
こ
で
は
、
貸
企
業
者
に
つ
き
な
録
制
区
を
、
専
入
し
た
う
え
で
、
登
録
を
し
た
骨
、
企
業
高
(
登
録
貸
金

広
木
菩
有
)

の
債
務
者
が
制
限
超
過
利
息
を
「
利
息
と
し
て
粁
意
に
支
払
っ
た
」
場
合
に
、
貸
金
業
者
が
所
定
の
ポ
反
を
記
し
た
「
契
約
の
内
存

を
山
明
ら
か
に
す
る
書
而
」
(
一
七
条
書
面
)
と
「
受
取
祉
吉
」

(
八
条
書
山
)
を
交
付
し
て
い
る
と
き
に
は
、
利
息
制
限
法
の

「
規
定
に
か

か
わ
ら
ず
、
有
効
な
利
息
の
債
務
の
弁
済
と
み
な
す
」
と
し
た

(
貸
企
業
規
制
法
四
一
条
一
項
)
。
貸
金
業
規
制
法
川
三
条
一
項
の
要
刊
を

充
た
す
超
過
利
y

巳
相
当
徹
の
よ
弘
い
は
、
有
効
な
利
息
の
債
務
の
弁
済
と
評
価
さ
れ
る
の
だ
か
ら
、
法
律
卜
の
原
同
の
な
い
利
得
ー
と
な
ら
な

い
と
い
う
わ
け
で
あ
る

f

こ
こ
で
は
、
貸
金
装
者
の
盆
録
を
促
し
、
川
門
家
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
下
に
置
き
ポ
業
活
動
に
規
制
を
か
け
る
こ

と
と
の
引
き
換
え
で
、
品
目
リ
認
を
促
す
べ
く
、
制
限
超
過
利
息
に
つ
い
て
の
利
得
保
持
を
許
す
と
い
う
、

ア
メ
と
ム
チ
の
政
策
的
判
断
が
実
打

さ
れ
た
も
の
と
一
百
わ
れ
て
い
る
υ
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「
み
な
し
弁
済
L

規
定
を
定
め
た
「
特
別
私
法
L

秩
序
と

I
型
・

E
型
の
ア
プ
ロ
ー
チ

(1) 
I
型
の
ア
プ
ロ
ー
チ
|
|
金
融
事
業
の
健
全
性
確
保
と
市
民
の
権
利
制
約

貸
金
業
規
制
法
白
体
は
、

そ
の
円
的
を
定
め
た
一
条
で
、
「
こ
の
法
律
は
、
貸
企
業
を
包
む
者
に
つ
い
て
な
録
制
度
を
支
施
し
、

そ
の
事

業
に
対
し
必
要
な
規
制
を
行
う
と
と
も
に
、
貸
企
業
者
の
組
織
す
る
凶
休
の
泊
正
な
活
動
を
促
逆
す
る
こ
と
に
よ
り
、

そ
の
業
務
の
適
正
な

運
併
を
確
保
L
、
も
っ
て
資
金
需
安
者
等
の
利
訴
の
保
護
を
阿
る
と
と
も
に
、
同
民
M
U
4向
の
、
岨
切
な
運
併
に
資
す
る
こ
と
を

H
的
と
す
る
c
L

と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
業
法
(
事
業
法
)

と
し
て
?
V
一
楽
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
金
融
秩
序
の
健
全
性
の
確
保
を
め

ざ
し
た
業
法
(
事
装
法
)

の
中
に
、
民
リ
録
貸
金
業
者
に
対
す
る
便
古
を
図
っ
た
川
二
条
一
項
の
規
定
、
す
な
わ
ち
私
法
卜
の
効
果
を
定
め
た

規
定
が
回
か
れ
た
の
で
あ
る
つ
こ
う
し
た
凡
ん
は
、
川
円
二
条
一
項
の
趣
旨
に
関
す
る
次
の
指
摘
、
す
な
わ
ち
、
「
貸
金
業
規
制
法
の
制
定
は
、

ま
ず
法
の
人
り
口
に
お
い
て
貸
余
業
に
不
適
格
な
者
を
排
除
す
る
堂
録
制
度
を
導
入

L
、
登
録
業
者
に
つ
い
て
は
極
々
の
業
務
胤
制
を
課
し

て
、
債
務
者
が
口
ら
と
の
く
ら
い
の
債
務
を
有
し
て
い
る
か
さ
え
わ
か
っ
一
て
い
な
い
ケ

l
ス
も
稀
で
は
な
か
っ
た
従
米
の
貸
付
け
の
仕
方
を

改
め
さ
せ
る
旨
の
規
制
を
し
て
い
る
仁
こ
う
し
て
行
政
バ
の
立
録
を
受
け
、
装
務
の
仕
十
刀
を
規
制
さ
れ
な
が
ら
常
業
を
行
、
つ
貸
金
業
者
が
、

債
務
者
の
意
思
し
だ
い
で
、
利
息
制
限
法
所
J

疋
の
金
利
を
超
過
す
る
部
分
に
つ
い
て
冗
本
充
当
お
よ
び
返
還
請
求
権
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
で

は
、
個
々
の
取
引
が
き
わ
め
て
不
安
定
な
状
態
に
お
か
れ
、
書
面
の
交
付
義
務
守
の
行
為
規
制
も
実
効
あ
る
も
の
と
な
る
に
疑
わ
し
く
、
山
ハ
旦

が
枯
行
し
な
い
と
も
限
ら
な
い
。
」
と
い
う
指
摘
に
、
端
的
に
ボ
さ
れ
て
い

日
川
を
受
け
ず
に
貸
令
業
を
営
む
こ
と
(
い
わ
ゆ
る
ヤ
ミ
金
融
)

る
C 

こ
の
よ
う
に
見
た
と
き
に
は
、
貸
金
業
胤
制
法
四
一
条
攻
の
規
定
は
、

-
型
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
用
し
た
規
定
、

つ
ま
り
、
金
融
事
業

の
健
全
性
停
保
に
結
び
つ
け
て
、
「
一
般
私
法
」
秩
併
の
卜
で
認
め
ら
れ
て
い
る
市
民
の
権
利
を
制
約
す
る
と
い
う
内
容
を
持
っ
た

「
土
γ
4
Hリ

昨
イ
巾
万
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私
法
」
秩
序
を
成
す
も
の
と
し
て
位
世
づ
け
ら
れ
る
。
そ
こ
で
は
、

川
三
条
一
項
の
定
め
る
個
々
の
要
判
事
実
に
つ
い
て
は
、
「
般
私
法

秩
序
」
が
制
約
き
れ
た
形
で
「
特
別
私
法
」

へ
と
変
質
さ
せ
ら
れ
た
も
の
と
い
此
え
、
貸
金
業
規
制
法
秩
序
の
指
導
原
理

-
H的
に
即
し
、
か

つ
、
ポ
業
活
動
の
白
山
・
営
業
の
白
白
を
原
則
ー
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
を
通
じ
て
、
事
業
活
動
へ
の
過
剰
な
介
入
ー
と
な
ら
な
い
よ
う
な
解

釈
を
お
こ
な
う
べ
き
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
理
解
が
、
恭
慌
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
る
c

ち
な
み
に
、
貸
金
業
規
制
法
凶
=
条
項
に
言
及
し
た
最
初
の
最
高
裁
判
決
(
最
判
平
成
二
年
月
一
一
一
円
民
集
凶
川
巻
号
三
二
一
同
)

が
、
川
原
に
言
、
つ
七
条
五
打
凶
お
よ
び
一
八
条
書
面
の
記
載
に
つ
き
、
貸
企
業
規
制
法
川
一
条
頃
ま
た
は
二
頃
に
よ
っ
て
有
効
な
利
息
ま

た
は
賠
償
金
の
債
務
の
弁
凶
ー
と
み
な
さ
れ
る
た
め
に
は

七
条
書
山
お
よ
び
一
八
条
吉
面
の
記
載
が
「
法
の
越
同
に
合
致
す
る
も
の
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
こ
と
は
一
百
う
ま
で
も
な
い
と
透
べ
た
こ
と
も
、
貸
金
業
規
制
法
四
二
条
一
項
の
こ
の
よ
う
な
仲
間
づ
け
を
え
え
る
刈
山

で
作
川
す
る
則
能
性
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
こ
の
最
日
裁
判
決
の
調
査
官
解
説
で
、
判
決
文
中
に
小
さ
れ
た
一
七
条
書
面
お

よ
び
一
八
条
吉
面
の
記
載
が
「
法
の
趣
旨
に
合
致
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と
の
持
つ
意
味
と
し
て
、
「
記
載
事
頃
を

消輩Jむtにおける公私の協働(1)

網
羅
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
そ
の
記
載
が
事
実
と

J
分
遣
わ
ず
致
し
て
い
る
こ
と
を
安
す
る
と
い
う
杓
千
定
規
的
な
解
釈
・
適
用
で
は
な

く
、
事
案
に
即
し
た
州
の
あ
る
ほ
押
力
的
な
解
釈
・
過
川
を
存
認
す
る
軸
四
日
に
窺
わ
れ
る
」
と
論
一
辞
さ
れ
た
こ
と
が
(
そ
し
て
、
こ
の
嗣
杏

円
解
説
を
世
田
い
た
立
川
津
裁
判
円
が
裁
判
長
を
つ
と
め
た
下
級
審
判
決
に
お
い
て
、
金
融
業
者
側
の
主
張
を
容
れ
て
、
天
引
利
息
に
対
し
て

貸
企
業
規
制
法
川
一
条
頃
の
、
制
用
を
肯
定
し
た
こ
と
も
主
な
り
)
、
そ
の
よ
う
な
理
解
を
明
長
さ
せ
た
よ
う
に
必
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
料
解
に
出
た
立
場
を
よ
り
一
般
化
さ
せ
て
言
う
な
ら
ば
、
こ
の
立
場
は
、
貸
企
業
規
制
法
川
二
条
一
度
の
「
み
な
し
弁
済
」

の
要
件
に
つ
い
て

一
!
万
で
は
、
規
定
『
止
百
の
形
式
的
解
釈
を
通
じ
て
、
事
楽
活
動
に
規
制
を
加
え
る
こ
と
と
な
る
料
果
を
持
力
川
避
す
る

と
と
も
に
、
他
方
で
は
、
「
事
楽
に
即
し
た
帽
の
あ
る
弾
力
的
な
解
釈
適
川
」
を
促
す
こ
と
で
、
事
業
川
肋
と
し
て
不
合
理
と
一
時
価
さ
れ

る
も
の
で
な
け
れ
ば
司
き
れ
る
と
す
る
山
場
で
あ
る
と
一
戸
え
る
コ
ギ
ヘ
引
利
息
に
対
し
て
貸
金
業
胤
制
法
川
一
二
条
一
項
の
、
且
川
を
口
{
疋
す
る

北法57(;;-179)2185
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際
に
も
、
ま
た
、
期
限
の
利
詩
史
失
条
頃
の
有
効
性
を
主
張
す
る
際
に
も
、
同
様
の
思
想
枠
組
み
に
依
拠
し
て
処
理
を
凶
る
べ
き
だ
と
す
る

の
で
あ
る
。

(2) 
E
型
の
ア
プ
ロ
ー
チ
||
事
業
者
保
護
法
と
し
て
の
貸
金
業
規
制
法
四
三
条
一
項
の
位
置
づ
け

以
上
に
見
た
の
は
、

T
型
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
資
金
柴
山
胤
制
法
凶
一
今
条
瓜
の
規
定
を
捉
え
、
金
融
事
業
の
健
全
件
僻
保
に
結
び
つ
け
て
、
「
一

般
私
法
」
秩
序
の
下
で
認
め
ら
れ
る
市
民
の
権
利
を
制
約
し
た
「
特
別
私
法
」
秩
序
を
業
法
(
ポ
業
法
)
内
部
に
創
設
し
た
も
の
と
捉
え
る

山
一
阻
切
で
あ
る
。

E
型
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
下
、
貸
金
業
規
制
法
川
二
条
一
項
の
「
み
な
し
弁
済

L
M定
に
は
、
事
業
者
保
説
法
と
し
て
の

要
素
を
も
訟
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
の
立
場
も
あ
り
う
る
。
最
高
裁
に
ま
で
あ
が
っ
て
き
た
最
近
の
一
辿
の
係
争
事
例
に
お
い
て
、
債
権

こ
れ
に
対
し
て
、

者
(
金
融
業
者
)

側
が
宇
張
し
て
い
る
内
容
の
背
後
に
は
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
は
、
貸
〈
申
告
末
規
制

法
川
二
条
一
度
の
「
み
な
し
弁
済
」

の
規
定
は
、
授
録
を
す
る
こ
と
で
み
ず
か
ら
の
事
業
活
動
に
刻
し
国
家
に
よ
る
規
制
を
受
け
入
れ
る
と

(
そ
の
結
果
と
し
て
、
原
則
と
し
て
認
め
ら
れ
る
は
ず
の
事
楽
活
動
の
門
由
・
営
業
の
困
山
へ
の
制
約
を
受
け
入
れ
た
)
貸

一
刊
)

金
業
者
に
対
し
て
、
私
法
レ
ベ
ル
で
超
過
利
息
保
持
の
H
中
化
と
い
う
利
訴
を
与
え
た
も
の
だ
と
理
解
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

の
決
断
を
し
た

こ
こ
ま
で
進
も
と
、
貸
金
業
規
制
法
の
内
部
に
存
在
す
る
「
特
別
私
法
」
で
あ
る
四
二
条
一
項
の

「
み
な
し
弁
済
」
胤
今
ど
の
意
味
と
し
て

は
、
業
法
(
事
業
法
)

の
規
制
リ
的
に
即
し
て
「
般
私
法
」

の
下
で
認
め
ら
れ
る
山
氏
の
権
利
を
制
約
し
た
も
の
で
あ
る
ー
と
さ
れ
る
こ
と

と
あ
わ
せ
て
、
こ
の
規
定
は
金
融
業
者
の
パ
タ

l
ナ
リ
ス
テ
イ

y
ク
な
保
護
を
円
的
と
し
た
規
純
で
あ
る
と
の
見
解
(
ひ
る
が
え
っ
て
、
こ

の
山
崎
山
は
併
王
の
利
益
保
護
を
主
た
る

U
的
〔
保
護
法
所
〕

と
し
た
川
崎
範
で
な
い
|
|
併
王
の
利
益
は
、
単
な
る
反
則
的
利
益
に
過
ぎ
な
い

ー
ー
と
の
理
解
)
が
き
れ
る
こ
と
に
な
る
コ

北法:i7¥S・lS0)21閉



」
こ
で
は
、
貸
金
業
規
制
法
の
下
で
の

「
特
別
私
法
」
秩
序
を
即
解
す
る
と
い
う
と
き
で
も
、
事
業
者
保
護
と
い
う
パ
タ
l
ナ
リ
ズ
ム
の

観
占
、
か
ら
「
み
な
し
弁
済
」

の
問
題
を
位
置
づ
け
る

E
型
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
、
事
業
の
健
全
性
保
保
と
い
う
規
制
・
監
督
面
に
結
び
つ
け
て

「
み
な
し
介
治
」

の
問
題
を
位
置
づ
け
る
1
型
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
は
異
質
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
点
に
、
留
意
す
、
べ
き
で
あ
る
。

(3)
借
主
の
権
利
剥
奪
と
、
「
特
別
私
法
L

秩
序
の
下
で
の
規
範
が
妥
当
す
る
た
め
の
要
件
(
「
一
般
私
法
L

秩
序
か
ら
「
特
別
私
法
L

秩

序
へ
の
平
面
移
行
の
た
め
の
要
件
)
の
厳
格
解
釈

T
型
・

H
型
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
の
関
連
で
は
、
さ
ら
に
、
留
意
し
て
お
く
べ
き
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
、

I
刑
・

E
型
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
っ

た
か
ら
と
い
っ
て
、
貸
金
業
胤
制
法
四
一
条
以
の
解
釈
に
あ
た
り
、
す
べ
て
が
吟
円
以
金
融
業
者
の
有
利
に
働
く
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
と

ぃ
、
つ
↑
川
で
あ
る
。

そ
れ
と
い
う
の
も
、

-
型
・

H
引
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
業
法
(
事
業
法
)
秩
序
の
巾
に
組
み
込
ま
れ
た
「
特
別
私
法
」
秩
序
の
下
で
「
一

消輩Jむtにおける公私の協働(1)

般
私
法
」
秩
序
が
制
約
を
受
け
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
こ
で
は
、
こ
の
「
特
別
私
法
」
秩
序
の
意
味
を
公
訴
や
事
業
の
健
全
性
の
碓

保
と
い
う
事
業
規
制
慌
叔
口
面
に
関
連
づ
け
て
捉
え
よ
う
が
、
事
装
苫
保
護
と
い
う
パ
タ

l
ナ
リ
ズ
ム
の
閉
山
占
、
か
ら
挺
え
よ
う
が
、
「
一
般

私
法
」
レ
ベ
ル
で
保
障
さ
れ
て
い
た
借
↓
丁
の
権
利
が
、
川
川
主
に
と
っ
て
不
利
な
方
向
で
削
減
さ
れ
る
と
い
う
状
況
が
山
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。

レ
ベ
ル
で
認
め
ら
れ
た
併
干
の
権
利
を
剥
存
す
る
と
い
う
効
県
を
作
っ
て
業
法
(
ポ
業
法
)
内
部
の
「
特

こ
の
よ
う
に
、
「
一
般
私
法
」

別
私
法
」
秩
序
が
作
り
出
さ
れ
て
い
る
と
き
に
は
、
当
該
栄
法
(
一
事
業
法
)

に
特
化
さ
れ
た
瓜
由
に
慕
づ
く
権
利
剥
奪
が
け
当
化
さ
れ
る
も

つ
ま
り
、
契
約
当
事
者
闘
の
法
律
問
題
を
吋
該
業
法
(
事

の
で
あ
る
以
上
、
「
別
別
私
法
」
秩
序
の
卜
で
の
規
範
が
妥
当
す
る
た
め
の
ふ
安
打
、

楽
法
)

へ
と
組
み
入
れ
る
た
め
の
要
件
、
私
法
秩
序
に
薪
日
し
て
再
え
ば
、
「
般
私
法
」
秩
序
か
ら
「
判
別
私
法
」
秩
序
へ
の
平
而
移
打

の
た
め
の
安
件
は
、
厳
同
情
に
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
「
判
別
私
法
」
秩
序
へ
の
入
り
口
と
な
る
業
法
(
事
業
法
)
秩
序
の
妥
中
件
を
恨
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拠
づ
け
る
安
件
に
つ
い
て
は
、
「
帽
の
あ
る
弾
h
A
的
な
解
釈
・
適
川
」
が
お
こ
な
わ
れ
て
は
い
け
な
い
と
の
帰
結
が
導
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。

き
ら
に
、
こ
れ
に
加
え
て
、
借
、
土
の
権
利
を
剥
奪
す
る
と
い
う
占
を
、
こ
う
し
た
実
体
面
で
の
正
斗
性
の
み
な
ら
ず
、
権
利
剥
奪
手
続
一
川

で
の
け
当
性
ー
と
い
う
観
点
か
ら
以
え
た
と
き
に
は
、
白
己
の
行
動
の
結
果
ー
と
し
て
「
一
般
私
法
」
秩
序
の
ャ
で
保
障
さ
れ
て
い
た
権
利
が
、

い
ま
や
「
特
別
私
法
」
秩
序
が
妥
当
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
剥
挙
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
借
主
側
に
対
し
て
、
白
己
の
行
動
お
よ
び
そ
れ
に
伴
う

権
利
剥
存
の

E
味
と
内
容
が
認
識
で
き
る
よ
う
な
状
態
に
し
て
お
く
こ
と
、
と
り
わ
け
契
約
内
容
お
よ
び
返
済
行
動
に
向
け
た
訟
識
を
形
成

(
透
明
性
・
別
停
性
の
要
請
)
も
、
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

し
、
判
断
・
決
定
に
必
姿
な
情
報
を
提
供
す
る
こ
と

こ
の
よ
う
に
見
れ
ば
、
貸
金
業
規
制
法
凶
一
今
条
反
に
喜
か
れ
て
い
る
一
七
条
書
而
お
よ
び
八
条
書
山
の
意
味
お
よ
び
交
付
時
期
に
関

し
て
、

一
連
の
最
高
裁
判
決
が
き
わ
め
て
厳
格
な
態
度
を
示
し
て
い
る
の
も
、
肯
け
る
c

全
体
を
通
覧
し
た
だ
け
で
も
、
(
ぽ
一
超
過
部
分
の
利

息
の
支
払
い
が
貸
金
業
規
制
法
四
一
条
一
項
に
よ
っ
て
右
効
な
利
息
の
債
務
の
弁
済
と
み
な
さ
れ
る
た
め
に
は
、
そ
の
主
払
い
が
貸
企
業
者

の
預
金
口
座
(
・
貯
金
川
医
)

へ
の
払
込
み
に
よ
っ
て
さ
れ
た
と
き
で
あ
っ
て
も
、
特
段
の
事
情
の
な
い
限
り
、
貸
令
業
者
は
、
払
込
み
を

受
け
た
こ
と
を
「
碓
認
し
た
都
度
、
直
ち
に
」
、

口
氏
集
五
三
巻
一
号
九
八
頁
、
③
一
八
条
吉
十
回
は
、
弁
済
を
受
け
た
都
度
、
直
ち
に
父
付
す
る
こ
と
が
義
務
つ
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で

一
八
条
書
而
を
債
務
者
に
y

父
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
最
判
平
成
一

年

月

八
条
一
項
所
定
の
事
項
が
記
載
さ
れ
て
い
る
存
面
を
債
務
者
に
交
利
し
た
と
し
て
も
、

条
書
面
の
交
付
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
す
る
最
判
ヤ
成
一
六
年
二
月
一

O
円
民
集
五
八
巻
二
号
一
八

O
H、
③
一
七
条
書
一
川

あ
り

貸
金
業
者
が
弁
済
を
受
け
る
川
に

ご
ま
、
l
l
 

「
す
べ
て
」
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
要
L
、
そ
の
一
部
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
と
き
は
、
有
効
な
利
息
の

一
七
条
一
項
所
ど
の

債
務
の
弁
済
と
み
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
、
ま
た

八
条
主
寸
凶
の
交
付
は
、
弁
済
の

「
直
徒
に
」
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
最

判
干
成
一
六
年
二
月
二

O
円
民
集
有
八
巻
一
サ
川
七
ア
力
貝
、
羽
一
一
じ
条
瓜
所
定
の
事
瓜
の
う
ち
、
確
定
的
な
記
載
が
不
川
能
な
事
尻
が
あ
っ

た
と
し
て
も
、
貸
金
業
者
に
は
「
当
該
事
項
に
m
じ
た
事
頃
」
を
記
載
す
べ
き
義
務
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、

七
条
五
竹
凶
と
し
て
y

父
刊
さ
れ
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一
じ
条
書
而
の
『
父
利
が
あ
っ
た
と
は
認
め
ら
れ
ず
、
四
一
条
一
羽
の
規

疋
の
適
用
安
件
を
欠
く
と
す
る
最
判
平
成
一
ヒ
年
二
月

K
H
判
タ
一
一
一

O
一
二
号
六
九
頁
、
⑤
一
仁
条
一
項
お
よ
び
一
八
条
一
頃
所
'
疋
の

た
書
面
に
「
当
該
事
瓜
に
準
じ
た
事
項
」

の
記
載
が
な
い
と
き
は
、

雫
取
の
記
載
内
容
が
正
時
で
な
い
と
き
や
明
確
で
な
い
と
き
に
は
、
凶
一
条
反
の
規
定
の
適
川
要
件
を
欠
く
と
い
う
べ
き
で
あ
っ
て
、
有

効
な
利
息
の
債
務
の
弁
済
と
み
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
す
る
長
判
平
成
一
八
午
月
二
四
日
判
タ
一
一

0
4号
九
一

J
れ
な
ど
が
あ
る
ι

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
こ
で
は
、
次
に
述
べ
る
点
と
比
較
す
る
意
味
で
、
「
般
私
法
」
秩
序
の
下
で
訟
め
ら
れ
て
い
る
併
ふ
T
の
権
利
の
保

議
が
、
「
特
別
私
法
」
秩
序
に
よ
り
剥
令
き
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
「
特
別
私
法
」
秩
序
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
一
般
私
法
」

秋
山
中
で
は
認
め
ら
れ
て
い
な
か
一
口
た
仙
主
の
権
利
の
保
護
が
追
加
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
な
い
点
を
、
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

四

「
み
な
し
弁
済
L

規
定
を
定
め
た
「
特
別
私
法
L

秩
序
と

E
型
の
ア
プ
ロ
ー
チ

消輩Jむtにおける公私の協働(1)

こ
れ
に
対
し
て
、
ご
く
最
近
、
す
て
続
け
に
山
て
い
る
四
一
条
を
め
ぐ
る
最
高
裁
判
決
が
採
川
し
て
い
る
法
理
に
は
、

H
型
で
な
い

-
型
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
範
鴫
に
属
さ
な
い
も
の
が
合
ま
れ
て
い
る

(
長
判
平
成
一
八
作
一
月
二
日

と
は
ゴ
ワ
つ
ま
で
も
な
い
し
、
さ
ら
に
)

判

タ

二

O
五
号
九
九
百
円
〔
第
一
小
法
活
〕
、
最
判
平
成
八
年
一
月
九
日
口
判
タ
二

O
五
号

0
4頁
〔
第
一
小
法
廷
〕
、
最
判
干
成
一

八
年
一
月
一
四
円
判
タ
一
二

0
4サ
八
五
頁
〔
第
一
小
法
廷
-
生
命
保
険
証
券
及
び
傷
常
保
険
証
券
返
還
守
請
求
ポ
件
〕
、
最
判
平
成
一
八

年
一
月
二
凶
け
判
タ
一
二

O
五
日
九
一
」
貝
[
第
二
小
法
色
。
不
山
一
利
何
返
還
請
求
ポ
件
〕
。
こ
れ
ら
一
連
の
品
目
裁
判
決
は
、
第
一
小
法
住

-
第
一
小
法
廷
で
も
採
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
)
じ

そ
こ
で
は
、
①
債
務
者
が
、
事
実
上
に
せ
よ
強
制
を
受
け
て
利
息
の
制
限
額
を
超
え
る
額
の
金
銭
の
支
払
い
を
し
た
場
台
に
は
、
制
限
超

に
は
じ
ま
り
、
第

過
部
分
を
白
己
の
白
山
な
守日
以
に
よ
っ
て
文
払
っ
た
も
の
と
い
、
つ
こ
と
は
で
き
ず
、
貸
金
業
規
制
法
凶
一
条
頃
の
規
定
の
適
川
要
件
を
欠
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く
と
の
慕
本
法
川
内
を
確
認
し
た
う
え
で
、
一
切
一
超
過
利
息
の
支
払
い
を
義
務
つ
け
た
上
で
l
え
払
慨
怠
の
場
合
に
期
限
の
利
訴
を
失
わ
せ
、
制
限

利
訴
を
超
え
た
金
利
で
の
損
台
余
と
と
も
に
債
務
全
額
を
即
時
弁
済
さ
せ
る
円
の
約
定
に
基
づ
く
利
息
の
よ
払
い
は
、

債
務
者
が
白
川
]
の
自

由
な
意
思
に
甘
で
つ
い
て
支
払
っ
た
も
の
と
は
い
え
な
い
と
す
る
も
の
で
あ
る

(
最
判
平
成
?
八
年
一
月
二

O
日
民
集
-A
八
巻
一
日
川
七
五

頁
に
お
け
る
尚
井
繁
男
裁
判
官
の
補
足
窓
見
が
、
そ
の
伐
の
判
決
を
重
ね
る
中
で
、

一
汗
え
よ
う
)
υ

い
ま
や
最
高
裁
の
判
例
法
周
と
し
て
確
立
し
た
も
の
と

こ
の
判
例
法
科
を
、
「
般
私
法
」
秩
序
と
の
比
較
に
お
い
て
業
法
(
ポ
業
法
)
秩
序
の
中
の
「
特
別
私
法
」
秩
序
を
捉
え
た
と
き
に
は
、

そ
こ
で
は
、
「
み
な
し
弁
済
」
の
適
川
に
際
し
て
の
一
七
条
書
而
の
意
味
や
八
条
非
同
の
意
味
を
厳
格
に
解
す
る
判
例
ー
と
追
い
、

田
川
主
の

ア
プ
ロ
ー
チ
、
す
な
わ
ち
、
「
一
般
私
法
」
秩
序
の
卜
で
訟
め
ら
れ
る
山
氏
の
権
利
の
拡
張
・
強
化
と
い
う
観
点
か
ら
、
業
法
(
市
ギ
工
法
)

秩
序
の
巾
の
「
特
別
私
法
」
秩
序
の
伏
世
づ
け
が
さ
れ
て
い
る
も
の
と
凡
る
の
が
適
切
で
あ
る
。
民
法
と
利
息
制
限
法
の
関
係
か
ら
解
き
ほ

ぐ
し
て
み
れ
は
、
次
の
よ
う
な
説
明
を
す
る
の
が
貫
す
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
ず
、
民
法
と
利
y

巳
制
限
法
ー
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
百
う
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
利
息
の
契
約
は
有
効
で
あ
る
が
、

高
利
を
円
的
と
し
た
も
の
は
、
そ
れ
が
暴
利
行
為
と
計
何
さ
れ
る
と
き
に
は
、
民
法
九

O
条
に
よ
り
川
県
効
と
さ
れ
る
c

も
っ
と
も
、

般

あ
る
法
律
行
為
が
暴
利
行
為
と
一
汗
え
る
に
は
、
給
利
と
反
対
給
利
と
の
問
に
重
大
な
不
均
衡
が
客
観
的
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、

主
飢
的
な
悪
性
も
要
求
さ
れ
る
と
こ
ろ
、
利
自
制
限
法
一
条
一
項
は
、
利
率
と
い
う
存
観
的
指
棋
に
よ
っ
て
、
利
息
の
契
約
の
ム
日
効
性
を
決

す
る
こ
と
で
、
公
序
良
俗
違
反
を
定
型
的
に
処
似
し
う
る
よ
う
に
し
た
の
だ
と
の
理
解
で
あ
る
。
ー
と
こ
ろ
が
、
貸
金
業
胤
制
法
凶
一
一
条
反

は
、
同
条
所
定
の
要
件
を
充
た
し
た
任
志
弁
悩
が
さ
れ
る
と
、
そ
れ
を
「
有
効
な
利
息
の
債
務
の
弁
済
」
と
み
な
す
こ
と
で
、
「
一
般
私
法
」

秩
序
、
す
な
わ
ち
、
利
息
制
限
法
一
条
一
項
の
某
礎
に
あ
る
超
過
利
息
余
止
の
法
理
を
制
約
し
て
い
る
υ

こ
こ
に
、
先
ほ
ど
述
べ
た
最
近
の
判
例
法
理
を
結
び
つ
け
る
と
、
ど
の
よ
う
な
枠
組
み
が
浮
か
び
卜
が
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
か
。
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最
近
の
判
例
法
理
は
、
借
主
版
打
遅
滞
の
場
合
に
制
限
超
過
利
息
の
支
払
義
務
を
も
含
め
て
期
限
の
利
訴
を
喪
火
さ
せ
る
条
項
が
約
定
さ

れ
て
い
る
と
き
に
、
か
か
る
条
項
の
下
で
の
弁
済
は
雫
実
上
「
強
制
さ
れ
て
」
お
こ
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
「
白
川
]
の
白
白
な
す
ロ
思
に

基
づ
い
て
ト
ペ
払
っ
た
も
の
と
は
い
え
な
い
」
と
し
、
任
意
弁
済
性
を
必
定
す
る
こ
と
で
、
過
払
分
の
返
還
請
求
を
認
め
た
も
の
で
あ
る
。
借

主
の
心
周
的
約
状
に
つ
け
こ
ん
だ
占
一
に
l

相
目
す
る
こ
と
で
、
制
限
超
過
利
得
を
内
容
と
す
る
利
心
の
契
約
に
つ
き
、
こ
れ
を
一
部
無
効
(
超

過
部
分
に
つ
き
蛙
効
)
と
し
つ
つ
、
超
過
部
分
も
含
め
た
期
限
の
利
祈
喪
失
条
瓜
を
導
入
し
た
と
い
う
雫
実
が
履
行
行
為
に
対
す
る
自
己
決

定
凶
で
借
+
1
に
与
え
る
影
響
を
考
慮
し
て
、
弁
済
の
任
意
性
を
判
断
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
に
よ
り
、
超
過
利
息
に
対
応
す
る

余
額
の
金
融
業
者
へ
の
帰
属
・
保
仔
を
斉
{
つ
止
し
た
の
で
あ
る
。

」
こ
に
は
、
ド

f
ツ
に
お
い
て

速
の
連
邦
憲
法
裁
判
所
・
連
邦
通
常
裁
判
所
の
間
決
で

「
契
約
の
対
等
件
」
が
考
慮
に
人
れ
ら
れ

ー
分
な
支
払
能
力
の
な
い
苫
に
対
す
る
心
理
的
窮
状
に
つ
け
こ
ん
だ
金
銭
消
費
貸
仙
契
約
や
貸
金
債
務
保
証
契
約
が
「
暴
利
打
為
類
似
の
打

お」

為
」
と
し
て
軒
効
と
き
れ
た
の
と
、

(
も
と
よ
り
、

ド
イ

y
で
刷
発
さ
れ
た
法
科
が
「
契
約
の
拡
効
」
を
導
く
た
め
の
も
の
で
あ
る
の
に
対

消輩Jむtにおける公私の協働(1)

し
、
こ
こ
で
の
問
題
が
「
弁
済
行
為
の
任
意
昨
」
を
合
ー
江
す
る
も
の
で
あ
る
点
で
同
凡
な
る
に
せ
よ
、
判
断
の
基
礎
を
成
す
思
想
而
に
お
い
て
)

同
じ
与
慮
が
見
ら
れ
る
仁

そ
の
志
味
で
、
上
述
し
た
最
近
の
最
高
裁
判
決
で
は
、
「
一
般
私
法
」
秩
序
を
支
配
す
る
思
想
・
原
理
に
基
づ
い
た
判
附
が
、
「
特
別
私
法
」

秩
序
の
巾
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
-
こ
こ
か
ら
は
、
貸
令
業
規
制
法
四
二
条
一
項
を
め
ぐ
る
最
近
の
最
丙
裁
判

例
法
理
が
お
こ
な
一
口
て
い
る
の
は
、
「
般
私
法
」
秋
山
伊
の
構
築
で
あ
ワ
て
、
「
特
別
私
法
」
秩
序
に
属
す
る
作
業
で
は
な
い
ー
ー
し
た
が
っ

て
、
「
一
般
私
法
」
秩
序
の
卜
で
認
め
ら
れ
た
山
氏
の
権
利
の
拡
張
・
強
化
で
は
な
い
と
一
苧
つ
こ
と
も
で
き
る
じ
し
か
し
、
そ
れ
で
も
、

上
記
の
判
例
法
瑚
は
、
仮
に
貸
金
業
規
制
法
四
三
条
一
項
が
な
け
れ
ば
|
|
少
な
く
と
も
、
現
時
白
で
は
登
場
し
な
か
っ
た
も
の
で
あ

戸
川
却

一

ろ
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
で
は
、
こ
こ
で
は
、
「
般
私
法
」
秩
序
の
卜
で
認
め
ら
れ
た
市
民
の
権
利
の
拡
張
・
強
化
と
い
う
皿
型
の
ア

北法57(;;-18;))2191
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ブ
ロ
ー
チ
が
基
礎
に
回
か
れ
て
い
る
と
凡
て
よ
い
。
む
し
ろ
、
貸
金
業
規
制
法
川
二
条
一
項
と
い
う
「
特
別
私
法
」
秩
序
の
下
で
構
築
さ
れ

ひ
い
て
は
暴
利
行
為
論
に
も
照
射
さ
れ
る
一
司
能
性
を
含
ん
だ
も

た
法
問
叫
が
、
「
一
般
私
法
」
秩
序
に
お
け
る
「
京
、
約
の
対
等
性
」

の
考
慮
、

の
だ
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
c

と
い
う
の
も
、
こ
こ
で
は
、
本
稿
の
，
則
市
l

で
E

l
型
に
つ
い
て
述
べ
た
よ
う
な
、

「
特
別
私
法
」
秋
山
中

の
場
を
借
り
た
「
般
私
法
」
秩
序
の
継
続
形
成
(
対
何
と
反
対
給
付
〔

λ
本
の
使
用
〕
と
の
均
衡
に
悶
す
る
暴
利
行
為
論
の
続
続
形
成
)

が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

第
五
節

結
び
に
代
え
て

紙
幅
も
尽
き
た
の
で
、
最
後
に
一
点
だ
け
付
け
加
え
れ
ば
、
第
一
節
の
末
尾
と
第
四
節
で
取
り
上
げ
た
最
近
の
貸
金
業
規
制
法
四
三
条
一

項
、
を
め
く
る
判
例
の
動
き
が
目
2
型
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
依
拠
し
た
「
消
費
者
保
一
説
」
の
観
占
か
ら
の
も
の
だ
と
一
百
う
の
に
は
、
問
題
が
あ
る
。

「
み
な
し
介
治
」
要
什
と
し
て
の
一
ヒ
条
吉
面
・

八
条
書
山
の
窓
誌
を
厳
格
に
似
え
る
と
い
う
の
は
、

T
型
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
し
、

期
限
の
利
川
喪
失
条
反
の
効
心
に
悶
辿
づ
け
た
弁
凶
の
任
意
性
に
関
す
る
判
例
も
、

皿

1
刑
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
基
礎
と
す
る
も
の
だ
か
ら

の
聞
の
融
合

-wm鮮
と
峻
別
を

論
じ
る
う
え
で
某
本
と
な
る
必
想
・
原
理
由
で
の
制
え
ん
の
点
で
、
安
易
な
説
明
や
妥
協
は
討
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
、

こ
の
点
に
関
す
る
説
別
を
抜
き
に
し
て
、
今
般
の
動
き
を
「
消
費
芦
の
保
設
」
ー
と
か
「
仇
主
の
保
設
」
ー
と
い
っ
た
共
通
枠
で
括
る
こ
と
に
対

で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
「
保
護
」
と
い
う
表
現
が
何
を
意
味
す
る
の
か
に
も
よ
る
が
、
「
秩
序
」
と
「
秩
序
」

し
で
は
、
疑
念
を
禁
じ
、
え
な
い
と
い
う
こ
と
を
述
、
へ
て
、
本
稿
の
結
び
と
す
る
c

一O
O六
年
一
月
一
八

H
報
白
稿
)

北法:i7¥S・186)乳児



消輩Jむtにおける公私の協働(1)

(
日
)
平
凶
・
前
掲
六
七
ハ
頁
を
参
照
。

(
U
)
裁
判
例
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
鎌
野
邦
樹

a
金
銭
消
費
貸
借
と
利
闘
い
の
制
限
L

(

一
粒
社
、
一
九
九
九
)
、

務
川
編

『一
勧
版
判
例
代
目
金
業
規
制
法
-
(
法
律
文
化
社
、

cch)
お
よ
び
森
泉
編
前
掲
古
が
砕
し
い

(
口
)
〔
利
息
制
限
法
条
〕

(
)
金
銭
を
円
的
と
す
る
消
賀
貸
借
上
の
利
一
円
心
的
契
約
は
、
そ
の
利
息
が
芥
の
利
半
に
よ
り
引
持
し
た
金
額
を
こ
え
る
と
き
は
、
そ
の
超

過
部
分
に
つ
き
無
効
と
す
る
。

一

正

本

が

ひ

万

円

本

満

的

場

合

汗

割

一
川
本
が

O
万
円
以
ト
一

0
0万
川

未

満

の

場

合

汗

一

割

八

分

一
バ
本
が

0
0心
同

以

よ

の

場

人

門

年

一

割

五

分

へ
一
)
債
務
者
は
、
前
項
の
超
過
部
分
を
任
査
に
支
払
っ
た
と
き
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
返
還
を
論
説
す
る
こ
と
が
ご
き

、、
t
o

J
h
e
t
h
v
 

(
日
)
ト
八
蔵
省
銀
行
局
内
貸
金
問
係
法
令
研
光
会
編

『
一
閃
一
符
貸
企
業
組
制
法
の
畑
町
説
』
(
金
融
財
政
事
情
附
究
会
、
一
九
八
三
)
一
一
一

O
頁。

(
U
)
貸
企
業
況
制
法
川
一
条
項
の
「
債
務
省
が
利
日
ト
と
し
て
任
意
に
支
払
ヮ
た
」
お
よ
び
三
項
の
「
債
務
者
が
賠
償
十
と
し
て
任
意
に
支
払
っ
た
」

と
は
、
債
y

勅
者
が
利
息
の
契
約
に
基
づ
く
利
息
ま
た
は
賠
償
績
の
予
定
に
荒
づ
く
賠
償
金
の
支
払
い
に
充
当
さ
れ
る
こ
と
を
認
識
し
た
上
、
白

己
の
目
的
な
意
巴
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
を
ー
ベ
払
つ
一
た
こ
と
を
苧
つ
の
で
あ
っ
て
、
債
務
省
に
お
い
て
、
そ
の
支
払
っ
た
金
銭
の
額
が
制
限
内
利
息

ま
た
は
賠
償
額
の
子
定
の
制
限
額
を
超
え
て
い
る
こ
と
や
、
当
該
超
過
部
分
の
梨
約
が
相
効
で
あ
る
こ
と
ま
で
認
識
し
て
い
る
こ
と
を
裂
し
な

い
と
し
た
も
の
で
あ
る
、

(
日
)
滝
浮
孝
匹
「
調
官
官
解
説
」
最
同
裁
判
所
判
例
解
説
民
事
篇

V
成
一
年
民
五
六
頁
ο

(
川
)
き
い
た
ま
地
判
平
成
二
一
年
一
一
月
三

O
日
判
タ
一

O
九
二
号
一
八
一
頁
、
東
京
地
判
平
成

向、

(
灯
)

長
尾
治
則
監
修
・
み
や
こ
法
律
事

北法S7(;;.187) 219:i 

凶
年

八
一
凶
ロ
ケ
六
五

月
一
六
日
刊
時

〔
利
息
制
限
法
二
条
〕

利
且
を
天
川
引
し
た
場
合
に
お
い
て
、

こ
え
る
と
き
は
、
そ
の
組
過
部
分
は
、

天
引
額
が
債
務
省
の
受
領
績
を
元
本
と
し
て
前
条
品
川
一
頃
に
規
定
す
る
利
率
に
よ
り
計
算
し
た
金
額
を

冗
本
の
文
弘
に
充
て
た
も
の
と
み
な
す
。
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(
刊
日
)
十
円
野
止
三
郎
「
利
日
天
引
と
貸
余
業
規
制
法
凶
一
条
」
銀
行
法
務
一
一
・
五
九
号
石

O
良
以
十
、
五
一
頁
(
一

0
0
二
。
「
受
領
し
た
制

限
起
遇
利
息
に
つ
い
て
は
債
務
者
か
ら
の
返
還
請
求
を
拒
汗
で
き
る
と
い
う

『特
典
』
を
与
え
た
」
と
一
川
、
つ
貸
金
業
規
制
法
四
三
条
一
項
に

つ
き
一
ア
メ
」
と
一
ム
チ
」
が
説
か
れ
る
と
き
の
、
ま
さ
に
一
ア
メ
」
に
当
た
る
も
の
で
あ
る

(川口)森県一一一
H

編
杵
前
掲
吉
凶
員
以

I
は
、
「
法
が
い
わ
ゆ
る

a
み
な
し
弁
凶
』
規
定
を
設
け
(
法
凶
一
条
)
、
貸
企
業
者
の
利
益
を
も
保
護
し
て

い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
去
の
立
法
判
的
が
サ
ラ
永
被
古
の
除
去
以
外
の
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
の
む
は
な
い
か
と
い
う
枇
刊
を
免
れ
な
い
」
と
説

。
く

(
山
山
)
鎌
野
邦
樹
「
利
息
制
限
法
貸
合
業
規
制
以
の
ん
f

目
的
視
題
一
千
葉
人
学
法
科
論
集
一
八
巻
号
八
五
貞
以
「
、
一
七

R
F
一C
C一一一)

も
、
「
七
条
古
雨
及
び
八
条

JE問
の
件
記
載
事
項
は
、
法
投
ぴ
州
法
施
行
刻
則
が
州
法
の
門
的
で
あ
る
貸
金
業
者
の
業
務
の
適
T

忙
な
逆
刷

の
確
保
改
ぴ
資
金
帯
以
者
の
利
拾
の
保
議
(
法
条
)
に
と
っ
て
必
要
不
川
町
欠
な
事
項
を
定
め
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
同
法
凶

一
条
項
が
、
本
来
は
無
効
な
制
限
起
過
利
息
の
支
払
に
つ
い
て
特
に
例
外
的
に
有
効
な
弁
済
と
み
な
〕
た
こ
と
に
町
、
ら
す
と
、
こ
の
I
R
は
厳

格
に
解
釈
し
適
刑
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
育
、
っ
。

(
は
)
一
ー
仁
条
百
出
八
条
書
耐
の
交
付
要
件
け
を
借
主
に
対
す
る
説
明
+
北
務
と
結
び
つ
け
て
捉
え
よ
う
と
す
る
平
凶
前
財
六
六
立
頁
、
六
ヒ
i

ハ

向
ハ
や
、
鎌
目
前
掲
一
一
七
良
、
一
一
川
良
も
、
阿
旨
と
忠
わ
れ
る
。
も
と
よ
り
、
こ
こ
で
の
説
明
義
務
と
は
、
川
己
決
定
基
盤
の
件
備
に
結

び
つ
け
ら
れ
た
引
明
義

J

拍
(
情
報
抗
供
式
務
)
で
は
な
く
、
ま
さ
に
給
付
・
反
対
給
付
(
お
よ
び
債
務
〔
給
山
刊
誌
務
〕
り
は
行
と
受
領
)
そ
れ

白
休
に
つ
い
て
の
市
液
提
供
に
新
ぴ
つ
け
ら
れ
た
そ
の
意
味
で
、
内
容
開
不
に
か
か
る
も
の
で
あ
る
)

(
幻
)
こ
の
判
次
(
け
咋
桜
一
込
に
よ
る
超
過
利
息
の
V

へ
仏
い
と
一
八
条
古
而
の
要
否
を
扱
っ
た
も
の
)
が
、
既
に
、
一
八
条
書
面
に
閑
し
亡
、
「
債

務
者
は
、
受
取
証
害
の
父
付
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
払
い
込
ん
だ
金
銭
の
利
息
、
一
川
本
等
へ
の
光
当
関
係
を
初
め
て
H
一
体
的
に
犯
併
す
る

こ
と
が
で
き
る
か
ら
」
と
い
う
出
を
、
八
条
書
耐
を
必
裂
と
す
る
理
問
と
し
て
学
げ
て
い
た
。

(
お
)
こ
の
揖
仰
の
期
限
の
利
話
喪
失
条
項
は
、
法
伴
l
は
「
一
郎
知
効
で
あ
っ
て
、
制
限
超
過
部
分
の
支
払
い
を
怠
っ
た
と
し
て
も
期
限
の
利
採
を

喪
失
す
る
こ
と
は
な
い
」
が
、
こ
の
条
墳
の
存
立
は
、
「
通
常
、
債
務
者
に
対
し
、
支
払
則
口
に
約
'
疋
の
一
川
本
及
び
制
限
超
過
部
分
を
含
む
約

定
利
息
を
支
払
わ
な
い
限
り
、
期
限
の
利
パ
且
を
由
民
失

L
、
残

π木
全
積
投
ぴ
経
過
利
息
を
ム
直
ち
に
一
括
し
て
支
払
う
迂
務
を
飼
う
こ
と
に
な
る

と
の
誤
解
を
与
え
、
そ
の
結
果
、
こ
の
よ
う
な
不
利
併
を
同
泣
す
る
た
め
に
、
制
限
超
過
部
一
分
を
支
払
、
つ
こ
と
を
債
務
省
に
事
実
卜
強
制
す
る

こ
と
に
な
る
」
か
ら
で
あ
る
υ

前
掲
最
判

V
成
一
八
年
一
月
二
凶
日
判
タ
一

O
五
号
九
一
一
貝
。

北法:i7¥S・188)2194



消輩Jむtにおける公私の協働(1)

ち
な
み
に
、
森
泉
編
著
-
前
掲
者
一
一
一
頁
(
鎌
野
邦
樹
)
に
は
、
「
グ
レ

1
ゾ
1
ン
の
利
息
と
い
え
と
も
、
利
日
制
限
法
の
制
限
を
超
過

す
る
i

兆
八
刀
に
限
り
魁
効
で
あ
る
わ
し
た
が
っ
て
、
超
過
部
分
に
つ
い
て
は
債
務
者
に
え
払
詑
務
は
な
い
。
そ
の
結
果
、
(
制
限
法
違
以
の
)
約

定
利
息
の
支
払
い
を
怠
っ
た
と
き
は
一
川
本
の
則
恨
の
利
益
を
失
う
旨
の
特
約
は
、
そ
の
限
り
で
舵
効
で
あ
る

f

つ
ま
り
、
組
過
部
分
に
つ
い
て

は
特
約
の
効
力
は
川
じ
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
J

と
の
説
明
が
あ
る
。
期
限
の
利
益
喪
失
特
約
の
(
一
部
)
年
効
を
乱
く
点
で
は
こ
れ

で
よ
い
が
、
こ
れ
だ
け
だ
と
、
借
が
か
り
の
超
過
利
息
を
含
む
弁
済
れ
為
に
つ
い
て
「
み
な
し
弁
済
」
刊
を
肖
疋
す
る
こ
と
が
む
き
な
い
。
「
み

な
し
弁
済
」
が
問
題
と
な
る
の
は
、
ま
さ
に
利
息
制
限
法
一
条
一
瓜
に
よ
り
支
弘
義
務
の
な
い
超
過
利
息
部
分
に
つ
い
て
の
弁
済
行
為
を
も
っ

て、

λ

竹
効
な
利
息
の
債

J

妨
の
弁
凶
と
み
な
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
中
に
特
約
的
鼎
効
を
述
べ
た
だ
け
で
は
足
り
ず
、
弁
済
わ
為
の
任
意
件
を
も

h
n
l
疋
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
(
期
限
利
詐
喪
主
特
約
が
、
そ
の
喪
主
事
内
の
不
明
確
さ
ま
た
は
そ
の
ポ
出
が
債
務
省
に
と
っ
て
不

当
な
ギ
利
拾
を
強
い
る
紡
州
市
に
な
る
と
き
、
そ
の
特
約
自
体
が
鉦
効
と
な
る
と
い
う
1

円
だ
け
な
ら
、
標
記
問
題
が
表
面
化
す
る
前
か
ら
、
既
に

指
摘
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
乙
於
保
不
一
雄
編

『
所
釈
民
法
(
凶

)

L

[

有
支
悶
、
一
九
ハ
ヒ
〕
四
四
頁
〔
金
山
汁
信
〕
)
ご
こ
の
I
R
に
つ

い
て
、

最
古
裁
の
法
理
に

H
の
長
が
あ
る
υ

(川崎)
最
判

T
成
六
年
一
月
一

O
自
民
集
T
A

八
巻
一
号
阿

t
れ
頁
は
、
①
貸
金
業
規
制
法
阿
一
一
条
項
は
利

j

一
旦
制
限
法
条
一
項
に
つ
い
て
の
特

則
規
定
で
あ
り
、
同
法
一
条
の
児
」
疋
の
趣
己
円
か
ら
み
て
、
一
条
の
特
則
規
定
で
は
な
い
こ
と
(
天
引
利
息
に
、
貸
金
業
規
制
法
四
三
条
一
頃
の

適
肘
は
な
い
)
、
②
一
じ
条
害
面
に
は
、
法
七
条
一
項
所
定
の
「
す
べ
て
」
が
記
載
き
れ
て
い
る
こ
と
を
裂
し
、
そ
の
一
部
が
記
載
さ
れ
て

い
な
い
と
き
は
、
有
効
な
利
息
の
債
務
の
弁
消
と
み
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
、
立
一
八
条
害
血
の
交
付
は
、
弁
済
の
一
直
殺
に
」
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
(
汗
符
の
日
か
ら
二
の
日
あ
ま
り
経
過
後
の
取
引
明
細
書
の
交
付
は
、
こ
れ
に
当
た
ら
な
い
)
を
判
不
し
た
も
の
で
あ
っ

た
こ
れ
に
対
す
る
滝
川
裁
判
官
の
補
足
意
見
は
、
一
工
に
へ
引
利
息
を
債
務
者
が
一
日
己
の
向
由
な
意
思
に
基
づ
い
て
支
払
っ
た
と
は
い
え
な
い
こ

と
(
任
意
牲
の
併
J

疋
υ

天
引
利
息
に
、

貸
企
業
規
制
法
問
三
条
一

項
の
越
川
は
な
い
て
一
匂
超
過
利
息
の
支
払
い
を
え
務
づ
け
た
卜
で
よ
又
払
憾

怠
の
場
合
に
期
限
の
利
掃
を
失
わ
せ
、
制
限
利
中
小
を
起
え
た
金
利
で
の
似
害
八
ゆ
と
と
も
に
債
務
全
領
を
即
時
弁
済
き
せ
る
旨
の
約
だ
に
慕
づ
く

利
息
の
支
払
い
は
、

債
務
者
が

j

円
己
の
自
由
な
意
思
に
基
ワ
い
て
支
払
っ
た
も
の
と
は
い
え
な
い
こ
と
、
③
一
七
条
害
面

・

八

条

書
商
に
は

所
ん
た
の
事
項
が
す
べ
て
記
秘
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
足
り
ず
、
そ
れ
ら
の
事
項
が
王
確
か
つ
存
易
に
烈
解
で
き
る
よ
う
に
記
載
さ

れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
二
七
条
吉
田
は
、
本
米
、
一
通
の
再
商
に
よ
る
べ
き
こ
と
て
工
弁
凶
則
の
延
長
に
よ
る
契
約
内
容
の
変

更
の
場
合
に
は
、
変
更
内
容
を
記
載
し
た
一
七
条
当
面
の
ー
父
付
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
一
不
し
た
も
の
で
あ
る
υ
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本
丈
で
触
れ
た
点
以
外
で
も
、
大
引
利
自
の
任
日
弁
済
件
を
f
h
Z
4
す
る
坦
白
ワ
け
の
点
で
、
法
廷
且
見
の
市
一
と
滝
井
青
山
見
の
①
の
速
い
が
重

以
で
あ
る
前
省
は
形
式
的
理
府
づ
け
、
後
省
は
実
質
的
理
府
づ
け
と
い
う
違
い
と
い
う
理
解
を
す
る
こ
と
以
ト
に
、
前
長
は

I
M
の
ア
プ
ロ
ー

チ
、
後
者
は

E

I
型
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
本
健
と
し
て
い
る
内
で
、
大
き
な
違
い
が
あ
る
(
は
任
意
見
の

I〉
の
舟
山
内
づ
け
に
つ
い
て
は
、
そ
の

筏
の
口
取
判
平
成
一
六

1
七

H
九
日
判
タ
一
六
一
一
号
一
一
一
頁
で
も
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
)
。

ち
な
み
に
、
淀
川
補
足
意
見
で
一
ぶ
さ
れ
た
点
む
は
、
透
明
性
-
明
確
性
の
要
請
に
閑
辿
す
る
(1一
の
点
も
特
徴
的
で
あ
る
と
こ
ろ
、
こ
の
内
も
、

の
ち
に
、
(
よ
)
貸
企
業
規
制
法
一
じ
条
項
所
定
の
ポ
瓜
の
っ
ち
、
確
定
的
な
ぷ
載
が
不
可
能
な
事
取
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
貸
金
業
告
に

は
「
当
該
宇
取
に
準
じ
た
事
項
一
を
記
載
す
べ
き
義
務
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
一
七
条
古
面
と
し
て
父
付
さ
れ
た
青
函
に
「
当
該
宇
現
に
準
じ

た
ポ
項
」
の
ぷ
載
が
な
い
と
き
は
、
一
七
条
百
出
の
ー
父
付
が
あ
っ
た
と
は
認
め
ら
れ
ず
、
凶
一
条
一
項
の
規
定
の
適
用
民
件
を
欠
く
と
し
た
最

判
平
成
一
七
年
一
二
川
一
五
日
円
判
タ
一
二
の
三
号
ハ
九
貝
。
リ
ボ
ル
ピ
ン
グ
占
式
の
貸
刊
け
に
つ
い
て
、
確
定
的
な
返
済
期
間
、
返
済
金
領
等

を
一
七
条
古
出
に
記
載
す
る
こ
と
が
不
吋
能
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
貸
金
業
計
は
、
返
済
朋
問
、
返
済
企
組
等
を
七
条
書
向
に
記
載
す
べ

き
義
務
を
免
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
貸
金
業
者
に
は
、
個
々
の
貸
付
け
の
時
ト
刀
で
の
残
一
川
利
ん
じ
に
つ
い
亡
、
最
低
返
済
積
お
よ
び
経
過
利
息
を

毎
月
立
日
の
返
済
期
日
に

γ

刊
一
泊
す
る
場
人
n
の
返
済
期
間
、
返
済
金
額
HI
寸
を
一
七
条
古
河
に
記
載
す
る
こ
と
は
川
能
だ
か
ら
、
こ
れ
を
確
定
的

な
返
済
朋
問
、
返
凶
余
動
等
の
記
載
に
準
ず
る
も
の
ト
と
し
て
、
七
条
書
商
と
し
て
交
付
す
る
吉
町
に
記
載
す
べ
き
義
務
が
あ
る
ト
と
し
た
)
干
、

(
川
)
貸
合
主
規
制
法
七
条
一
項
所
定
の
事
項
の
記
載
内
容
が
正
確
で
な
い
と
き
や
明
確
で
な
い
と
き
に
も
、
同
法
凶
一
条
一
項
の
組
定
的

適
刷
要
引
を
欠
く
と
い
う
べ
き
で
あ
っ
て
、
有
効
な
利
息
の
債
務
の
弁
済
と
み
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
)
た
最
判
平
成
一
八
年
一
川
一
川
日

判
タ

O
五
号
八
五
頁
お
よ
び
最
判
平
成
一
八
年
一
川
一
川

H
判
タ
一
二

0
4川
せ
九
三
民
で
、
今
円
で
は
判
例
法
理
と
し
て
確
立
し
た
も
の

と
百
三
ん
る
、

と
り
わ
け
、
日
賦
八
月
合
業
者
に
よ
る
超
過
貸
付
け
を
扱
っ
た
前
掲
最
判

V
成

八

年

一

月

凶

日

判

タ

一

一

O
I号
八
五
頁
で
は
、

(a)

借
換
え
の
降
の
借
用
証
古
の
「
契
約
千
波
金
額
一
欄
に
、
実
際
に
手
波
さ
れ
た
金
額
で
は
な
く
、
実
際
に
手
法
さ
れ
た
ん
じ
額
と
そ
の
直
前
の
貸

付
金
の
残
一
川
本
の
金
頼
と
の
合
計
会
勧
が
品
蔵
さ
れ
て
い
た
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
借
用
副
者
の
上
記
事
項
の
品
載
山
川
市
什
は
市
保
で
な
い
こ
と

と、

(
b
)

一
七
条
書
面
に
は
「
弁
回
の
返
涜
期
日
及
び
返
済
合
額
」
を
コ
山
政
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
、
借
用
証
書
に
生
金
休
日
の
コ
ル

載
が
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
き
に
は
、
そ
の
記
以
内
市
什
は
正
確
で
な
く
、
ま
た
、
一
そ
の
他
取
引
を
な
さ
な
い
慣
習
の
あ
る
休

H
」
を
集
金
休

日
と
す
る
旨
の
記
載
は
、
明
確
で
な
い
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
υ

北法:i7¥S・190)21閃



消輩Jむtにおける公私の協働(1)

(
お
)
こ
の
点
に
刈
し
て
は
、
児
玉
寛
「
無
資
h
M
近
親
省
に
よ
る
共

M
責
任
を
め
ぐ
る
判
例
の
展
開
」
法
学
雑
1
M
阿
巻
川
号
六
七
一
頁
以
下
二

九
九
五
)
、
原
田
正
和
「
巨
額
な
共
同
寅
仔
の
反
良
俗
性
|
|
ド
イ
ツ
良
俗
則
の
最
近
の
展
開
|
|
(
一
)
(
一
)
{
正
」
法
学
品
最
一
凶
七
巻
一

号
四
頁
以
下
、
一
四
八
巻
号
八
五
員
以
下
(
一

coo-
川
一
概
端
に
巨
街
な
保
証
債
務
の
反
良
俗
件
ド
イ
ツ
以
俗
則
の
最
近
の

展
開
そ
の
一
|
|
(
一
)
(
一
)
ι
t
」
法
学
論
叢
一
凶
八
巻
一
号
八
頁
以

l、
一
四
九
巻
五
号
四
六
貝
以
下
(
一

cool
一C
O
二、

前
藤
由
起
「
近
親
者
保
証
の
実
質
的
機
能
と
保
訓
人
的
保
護
|
|
ド
イ
ツ
法
の
分
析
を
中
心
に
|
|
(
)
1
(
一
一
二
百
」
北
ん
法
三
重
五

五
巻
号
一
一
頁
以
下
、
正
勺
ハ
カ
じ
民
以
上
、
三
号
一
一
九
頁
以
下
(
一

C
C問)。

(
お
)
最
判

γ成
八
年
一
月
一
四
日
刊
タ
一
心
五
号
九
一
頁
に
お
け
る
上
出
豊
一
裁
判
官
の
邑
見
が
、
本
刊
に
お
い
て
債
務
者
ら
が
弁
泌
を
し

た
の
は
、
約
定
利
弘
に
つ
き
朋
限
の
利
訴
喪
失
条
項
の
あ
る
下
で
し
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
市
欺
強
迫
あ
る
い
は
貸
企
業
剣
山
法
一
一
条
で

禁
川
し
て
い
る
取
す
行
為
に
基
づ
い
て
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
事
情
が
認
め

h

つ
れ
な
い
の
で
、
本
件
各
弁
済
は
、
債
務
者
ら

が
約
定
利
息
の
支
払
い
に
充
当
き
れ
る
こ
と
を
認
識

L
た
上
、
口
己
の

FU出
な
自
恩
に
よ
っ
て

d

た
も
の
、
す
な
わ
ち
債
pd
者
ら
が
利
息
と
ば

て
任
意
に
支
払
っ
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
た
の
は
、
従
前
の
「
一
般
私
法
」
秩
序
の
卜
で
の
(
公
序
H
A
俗
・
合
意
の
取
杭
に
か
か

る
)
組
範
認
識
を
末
礎
と
し
た
も
の
と
乙
え
る
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